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アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

〈目

一
、
は
じ
め
に

一
一
、
都
市
行
政
手
続
法
の
要
請

一
ニ
、
問
題
の
所
在

l
け

四
、
問
題
の
所
在

l
同

ω
免
許
の
申
請
、
お
よ
び
廃
止
手
続
に
お
け
る
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請

帥
免
許
の
申
請
手
続
と
特
権
の
理
論

川

W

デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
と
手
続
法
制
定
の
意
味

五
、
都
市
行
政
手
続
法
草
案
の
特
徴

ω
利
害
関
係
人
を
め
ぐ
っ
て

ω
規
則
制
定
手
続
を
め
ぐ
っ
て

ω
個
々
の
事
件
に
つ
い
て

六
、
都
市
行
政
手
続
法
草
案
(
邦
訳
〉

次
、ーノ

本

信

夫

北法19(3・35)533



説

一、
は
じ
め
に

論

先
に
紹
介
し
た
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
批
判
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
批
判
の
一
つ
は
、
同
法
が
も
っ

ぱ
ら
州
の
行
政
機
関
に
対
す
る
行
政
手
続
の
規
定
に
限
定
し
、
そ
れ
以
外
の
地
方
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
の
問
題
を
除
外
し
て
い
る
、

と
す
る
も
の
で
あ
る
せ
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
行
政
機
関
の
活
動
は
連
邦
、
州
の
機
関
に
の
み
限
ら
れ
ず
、
そ
れ
以
外
の
地
方
の
行
政
機

関
に
よ
る
場
合
も
市
民
の
権
利
に
重
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
行
政
手
続
法
制
定
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
の
機
関
に
お

け
る
手
続
の
問
題
を
含
め
て
統
一
的
に
把
握
す
べ
き
で
あ
る
、
と
す
る
立
場
に
依
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
ふ
な
試
み
が
現
在
の
段
階
で
可
能
か
ど
う
か
、
の
議
論
は
別
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
右
の

よ
う
な
全
体
的
な
視
野
に
立
つ
て
の
行
政
手
続
法
制
定
の
問
題
は
今
後
十
分
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
実
際
上
、
一
般
市
民
の
日
常
に
密
着
す

る
問
題
は
、
連
邦
、
あ
る
い
は
州
の
行
政
機
関
と
の
関
連
で
生
じ
て
く
る
よ
り
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
以
外
の
地
方
行
政
機
関
と
の
関
連
で

生
じ
て
く
る
場
合
が
多
い
と
も
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
を
置
い
て
行
政
権
の
行
使
に
対
す
る
市
民
の
権
利
の
保
障
の
問
題
も
、
十

分
な
効
果
を
あ
げ
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
味
で
、
地
方
レ
ヴ
Z

ル
の
行
政
機
関
に
対
す
る
行
政
手
続
法
の
問
題
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
分
野
で
の
行

政
手
続
法
が
、
連
邦
、

ま
た
は
州
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
手
続
法
の
場
合
と
比
較
し
て
、
異
な
っ
た
原
理
、
乃
至
手
続
の
採
用
を
必
要
と
す

る
も
の
か
、
あ
る
い
は
基
本
的
に
は
同
様
な
原
理
、
乃
至
手
続
を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
固
有
の
事
情
に
応
じ
た
特
殊
な
原
理
、
乃
至
手
続

に
よ
る
べ
き
で
あ
る
か
ど
う
か
、

は
今
後
の
研
究
課
題
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
、
我
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
あ
た
っ
て
も
考
え
ら
れ
て
よ
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
合

衆
国
の
よ
う
な
連
邦
制
、
乃
至
地
方
分
権
制
を
前
提
と
し
て
い
な
い
我
国
の
場
合
、
連
邦
と
州
、
乃
至
地
方
行
政
機
関
相
互
に
お
け
る
適

用
原
理
の
問
題
を
、
国
と
地
方
行
政
機
関
相
互
の
問
題
に
移
し
か
え
て
議
論
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、
問
題
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
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か
し
、
国
の
行
政
機
関
と
地
方
の
行
政
機
関
〈
と
り
わ
け
町
、
村
レ
ヴ
ェ
ル
の
)
に
お
け
る
行
政
手
続
の
問
題
を
、
す
べ
て
同
様
な
性
質

の
問
題
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
、
検
討
に
値
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、
今
後
の
我
国
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
定

の
際
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

お
よ
び
州
以
外
の
行
政
機
関
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
定
の
意
味
を
め
ぐ
《
自
〕

っ
て
考
察
を
進
め
、
あ
わ
せ
て
最
近
提
案
さ
れ
た
草
案
の
紹
介
、
お
よ
び
そ
の
検
討
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
草
案
は
、

「ハ

l
ヴ
ァ

1
ド
学
生
立
法
調
査
取
」
(
出

3
E
ω
E骨
三

τ
m
u
u
t
s
m
g
E
R
r
-凶
耳
目
白
ロ
)
の
手
に
な
る
も
の
で
、
「
都
市
行
政

手
続
法
」
(
叶

Z
冨
回
忌
早
宮
戸
〉
門

5
5
5
E
H
W
2
p
o
n
E
5叩
〉
円
。
と
題
す
る
・
も
の
で
あ
る
。
「
都
市
」
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
町
、
村
、
郡
な
ど
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
趣
旨
で
あ
る
。

さ
て
、
本
稿
は
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
視
点
か
ら
、
連
邦
、

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

〈1
〉
拙
稿
一
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州
行
政
手
続
法
研
究
序
説

H
l改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
、
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
八
八
頁
以
下
。

(
2
)

た
と
え
ば
、
デ
ピ
ス
は
個
々
の
条
項
に
つ
き
具
体
的
に
建
設
的
な
立
場
か
ら
の
批
判
を
試
み
て
い
る
。
ロ
ミ
F
同

g
R
p
n
c
F

〉《凶

HHMFEωgtzEdFpm21叶
RTPorFEm-
〈一回目印邑・)問者・印∞一
l
i
印∞
U

・
こ
の
ほ
か
、
右
拙
稿
一
五
三
l
一
五
五
頁
に
あ
げ
た
研
究
参
照
。

(
3〉

0
2
2・
0
同

y
n
F
E
H
E
同

y
m
g・

(
4〉
デ
ピ
ス
は
地
方
の
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
法
の
問
題
を
考
え
る
時
期
に
あ
る
、
と
す
る
。
ロ
ミ

F
8・
E
・
2
H
E
P
印∞ア

(
5
〉
ロ
2
5・
0
司

-
E
F
E司
自
問

y
g
u・

(
6
)

し
か
し
、
本
稿
で
紹
介
す
る
「
都
市
行
政
手
続
法
草
案
」
は
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
の
研
究
の
成
果
を
問
う
た
も
の
で
、
大
き
な
意
味
を
持
つ
と

い
え
る
。
た
だ
、
こ
の
試
み
が
今
後
ど
の
程
度
の
影
響
力
を
持
っ
か
に
つ
い
て
は
評
価
は
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

(

7

)

以
下
の
註
に
も
触
れ
る
よ
う
に
こ
こ
で
い
う
「
豆

E-2宮
己
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
解
す
る
か
、
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る

の
で
、
こ
こ
で
は
「
連
邦
、
州
以
外
の
行
政
機
関
」
と
し
た
。

(
8〉
草
案
、
解
説
は

ω出
R
d向島

]
2
5
m
-
Dロ
『
田
区

2
8
ω
N
ω
ハ日回目印
1
l
一
回
目
白
〉
に
依
っ
て
い
る
。

(
9
)

こ
の
団
体
は
ハ

l
ヴ
ァ
l
ド
・
ロ

i
ス
ク
ー
ル
の
学
生
の
組
織
す
る
も
の
で
、
そ
の
活
動
は
一
九
五
二
年
に
開
始
さ
れ
、

北法19(3・37)535 
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説論

の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
(
出
向
〈
民
門
日
・
『
口
氏
自
】
D
D
V
G区
民
5
与
を
刊
行
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
同
法
学
部
長
グ
リ
ズ
ウ
オ
ル
ド
に
よ
れ
ば
、
こ
の
立
法
調

査
局
の
活
動
の
水
準
、
そ
の
範
囲
、
信
旗
の
度
合
は
き
わ
め
て
高
く
、
以
下
に
お
よ
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
連
邦
、
お
よ
び
州
政
府
、
そ
の
他
の
団
体
の
要
求
に
基
づ
き
、
立
法
に
関
す
る
調
査
、
お
よ
び
立
法
の
草
案
作
製
の
作
業
を
引
受

け
、
こ
れ
に
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
活
動
の
範
囲
は
単
に
法
令
の
草
案
を
起
草
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
行
法
の
解
釈
に
つ
い
て
の
見
解
を
も

示
し
、
具
体
的
な
問
題
の
解
決
を
通
じ
立
法
上
の
解
釈
に
も
貢
献
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
成
果
を
前
提
と
し
て
、
一
九
六
四
年
一
月
年

刊
の
前
記
「
ハ

l
ヴ
7
1
ド
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ
ソ
・
レ
ジ
ス
レ

l
ジ
ョ

γ
」
を
刊
行
す
る
に
お
よ
ん
で
い
る
。
(
の
ユ
問
看
一
D
E
・
何

2
2・
z・

国内
W
2
R仏
』
口
氏
E
-
ロロ円、。四円己主
5
ロ
〈
o
f
f
沼
yω
込・

Q
E
g
q
-
u
E〉・

同
立
法
調
査
局
の
作
業
過
程
は
、
調
査
の
依
頼
を
受
け
た
後
、
ま
ず
調
査
お
よ
び
起
草
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
三
年
目
の
委

員
が
あ
た
る
。
こ
の
結
果
草
案
が
作
製
さ
れ
、
つ
い
で
審
査
委
員
会
に
付
託
さ
れ
る
。
こ
こ
で
の
審
査
を
経
て
草
案
は
批
評
、
お
よ
び
コ
メ
ソ
ト
を

求
め
る
た
め
、
同
ロ

1
ス
p
l
ル
の
フ

7
カ
ル
テ
イ
・
メ
ン
バ
ー
に
提
出
さ
れ
る
。

問
立
法
調
査
局
の
起
草
に
か
か
る
草
案
の
主
な
も
の
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

。
〉
ロ
〉

a
s
〉
己
roユ
母
子
巾

ω巾
R
n
r
a
〈巾
E
n
-
g
(〈
O戸
戸
一
回
2
X
0・一)・

0

〉
の
Oロ宮内
H
o
h
H
E
R
g
g
〉
円
同
(
〈
o--F
一回目品

Z
0・一)・

。
〉
ロ
〉
2
5
H
h
ω
E
r
-
-
m
r
-
m己
g
h
D
H
F
O間
-
m
z
t
s
Hロ
g
m
C由
巳
百
聞
の
o
g
g吉
omm(〈
o
f
-
-
-
U
E
Z
0・
M)
・

0

〉
司
円
。
宮
持
内
山
富
&
巳

ω
g
g
n
E
-
河
£
r
g
〉
え
ハ
〈
O}・
ω・
-U宝

Zo--
〉・

。
〉

ω
g
g
H
L
w
r
R
M
N己防同
FOB
〉
円
同
(
〈
O}・
ω・
呂
田
町

Z
0・日〉・

。
〉

ω
g
g
ω
g
z
g
H
C
F
F巾
g-FNO
の江
B
F
E
-
U
F目
h
o
z
q
(〈
07
ム
・
一
回
目
白

ZD--
一)・

。
〉

ω
S
H
O
ω
S
E
S
S
H
M
5
2
2
同宮

O
刃包片品。ロ

D『
窓
口
件
。
同
〈
o
z
n一g
r
u『旬。円
8
5
E
E
R
任
命
同
ロ
『
7話
口
町
内
口
町
〉
一
8ro-

(〈
o
f
hア
一
回
目
吋

Z
D
-
M
〉

。
〉
冨
O
内
庁
-
叉
0
5
0
の
B
E
a
r
-唱
。
丘
5
8
8
ハ〈
o-・印・

3
8
Z
0・
ω
〉・

(
悶
〉
冨
E

E宮
-
を
都
市
と
訳
す
る
こ
と
は
厳
密
に
い
え
ば
正
確
で
は
な
い
。
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
、
す
な
わ
ち
「
連
邦
、
州
以
外
の
行
政
機
関
」
に
は

都
市
、
町
、
郡

(
g
c
E
5
・
市
区
ハ
『
o
s
a
r〉
な
ど
州
に
よ
っ
て
多
様
で
あ
る
。

F
P
E
n
u宮
}
の
狭
義
の
意
味
は
、
通
常
、
市
、
町
あ
る
い
は
他
の
公
共
団
体
を
い
う
が
、

こ
れ
を
更
に
厳
密
に
区
別
す
る
と
次
の
二
種
と
な
る
。

北法19(3・38)536 



アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

す
な
わ
ち
、
宮
E
E宮
-
。
。
円
宮
g
苦
ロ
〈
地
方
公
共
団
体
)
と

ρロ
即
位
豆
E
E唱
曲
目
。

OH旬
o
g
t
g帥
(
準
地
方
公
共
団
体
〉
で
あ
る
。
前
者
は
一

般
的
に
の
E
2・、
H，G
者
ロ
♂
お
よ
び
丘
一
-
a
g
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
後
者
は
の
B
E
t
a
-
ι
E
E明
会
ω
円ユng・
5
-間
見

FO口
会
問
E
2・
8
&
岳
民

T

E
P
R
Y
8
7凶
F寄
付
同
切
な
ど
を
意
味
す
る
。
(
盟
問
nr
ニ
』
唱
盟
主
o
g
Hア
司
・
二
回
∞

C
8
3
・
前
者
に
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

r
o
s
a
z
後
者
に
は

S
5
M
m
E司F
Z
2
阿
佐
伯
宮
邑

8
5
Y
E
E
S
H司
会
見
22m
を
含
む
。

(
F
向ロロ
E
唱
曲

-AUO『宮
E
E
H
p
p
m
g
g
L
冨
2
0
E
Z
-
Z
H
W・
盟
三
宮

ω
S
1

8
ロ

g島
市
白
c
-
0
・
m
g胃
F

同省・寸
M

・
3
g・〉

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
地
方
政
治
の
単
位
、
権
限
、
数
な
ど
に
つ
い
て
は
〉
仏
日
間
2
・国防
8
5
匂
・
〉
ヨ
2
M
gロ阿
h
o
g
-
0
2
2回目
g
H
g島
〉
仏
ヨ
5
1

5
3
H
5ロ
参
照
。

こ
の
草
案
が
い
う
と
こ
ろ
の

Z
5
5宮
-
は
こ
れ
ら
の
う
ち
ど
こ
ま
で
を
意
味
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
解
説
お
よ
び
第
一
条
例
項
に
よ

れ
ば

Z
E笠
宮
-
n
o
G
o
s
Eロ
の
ほ
か
、

g
s
t
g
-
S唱ロ
mrg
ま
で
を
含
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
特
別
区
な
ど
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。
こ
の
点
の
限
界
、
範
囲
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
と
り
あ
え
ず
典
型
的
な
例
と
し
て
「
都
市
」
の
語
を
あ
て
た
が
「
市
町
村
」
、
ま
た

は
「
地
方
」
の
ほ
う
が
あ
る
い
は
近
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

ニ
、
都
市
行
政
手
続
法
の
要
請

連
邦
、

お
よ
び
州
の
行
政
機
関
に
よ
る
行
政
処
分
が
、
市
民
の
権
利
に
き
わ
め
て
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
こ
と
、
今
更
あ
げ

る
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
こ
れ
に
も
増
し
て
、
地
方
の
行
政
機
関
に
よ
る
行
政
処
分
が
そ
の
地
区
の
住
民
の
権
利
に
き
わ
め
て
重
要
な
働

ら
き
を
な
し
て
い
る
こ
と
、
同
様
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
種
の
行
政
機
関
に
よ
る
免
許
許
可
処
分
(
ヨ
ロ
ロ
在
官

-znga凹)
が
そ
の
地
区
に
お
け
る
市
民
の
営
業

一
例
を
あ
げ
る
な
ら
、

に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、

い
う
を
待
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

ピ
ル
の
改
造
、
酒
類
の
販
売
、

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
行
商
に
至

る
ま
で
、

こ
の
種
の
免
許
は
こ
れ
ら
の
営
業
活
動
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
必
要
と
さ
れ
、

き
わ
め
て
広
範
囲
に
お
よ
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
免
許
処
分
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
地
方
機
関
の
管
轄
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
点
か
ら
も
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お



説

け
る
行
政
手
続
の
問
題
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
い
え
る
。

こ
れ
ら
営
業
を
行
な
う
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
免
許
処
分
の
手
続
は
、
そ
の
多
く
の
場
合
州
に
よ
っ
て
種
々
に
異
な
っ

と
こ
ろ
で
、

論

て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

一
つ
の
州
内
の
都
市
お
よ
び
郡
に
よ
っ
て
さ
え
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
方
レ
ヴ
エ
t

ル
の
処
分
手

北法19(3・40)538 

続
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
は
、
都
市
お
よ
び
郡
の
行
政
機
関
に
広
範
な
裁
量
権
を
付
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
て
い
る
。
地
方
レ
ヴ

ェ
ル
の
機
関
に
お
け
る
、
広
範
な
裁
量
権
の
付
与
か
ら
生
ず
る
潜
在
的
な
危
険
は
、
都
市
お
よ
び
郡
の
行
政
機
関
に
限
ら
れ
る
問
題
で
は

な
い
が
、
機
関
の
行
政
官
の
水
準
、
規
模
、
地
域
性
、
申
請
者
と
の
個
人
的
関
係
な
ど
、
連
邦
、

お
よ
び
州
と
は
異
な
っ
た
要
素
が
介
在

す
る
。
し
か
も
こ
の
種
の
危
険
は
、
都
市
お
よ
び
郡
の
性
格
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

一
つ
は
訴
訟
手
続
に
よ
る
場
合
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
処
分
手
続
に
お
け

こ
の
よ
う
な
危
険
に
対
応
す
る
に
は
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。

る
規
制
の
要
請
で
あ
る
こ
と
、

い
う
を
待
た
な
い
。

こ
の
前
者
の
手
続
が
多
く
の
場
合
、
恋
意
的
行
為
に
よ
っ
て
生
ず
る
零
細
な
犠
牲
者
を
救
済
す
る
の
に
不
適
当
で
あ
る
こ
と
、
す
で
に
広

く
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
こ
れ
が
著
し
い
と
い
え
る
。
こ
の
意
味
で
も
処
分
手
続
に
お
け
る
規

制
の
要
請
は
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

こ
の
種
の
試
み
が
州
行
政
機
関
に
対
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
と
と
、
先
に
「
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
」
、
お
よ
び
「
改
訂
モ
デ
ル
州
行

政
手
続
法
」
の
紹
介
を
通
じ
て
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
各
州
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
定
の
作
業
も
具
体
的
に
か
な
り
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
、
同
様
に
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
的
規
制
を
、
さ
ら
に
地
方

ニ
ュ

1

・ョ

l
ク
州
の
場
合
で
あ
る
。
同
州
で
は
一
九
六
二
年
州
上
院
決
議
一

レ
ヴ
ェ
ル
の
機
関
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。

の
三
号
に
よ
り
州
お
よ
び
地
方
(
行
政
機
関
)

の
手
続
に
関
す
る
「
法
令
改
訂
委
員
会
」

(
H，
r巾
戸

国

語

閉

山

巾

4

之
氏
。
ロ
。
。
B
B
-
n
F
Oロ
)
を

設
置
し
、
行
政
機
関
の
行
為
に
関
す
る
一
般
的
な
基
準
原
案
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
。



こ
の
よ
う
な
例
は
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
行
政
手
続
に
対
し
関
心
が
払
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
が
、
本

草
案
は
同
様
な
立
場
か
ら
、
都
市
お
よ
び
郡
等
の
行
政
機
関
の
手
続
に
統
一
的
な
手
続
法
の
導
入
を
試
み
た
例
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。

本
草
案
は
、
後
に
具
体
的
に
触
れ
る
よ
う
に
、
特
定
の
当
事
者
に
対
す
る
具
体
的
処
分
手
続
を
対
象
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
機

闘
に
よ
る
一
般
的
な
規
則
制
定
権
を
も
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。
も
と
よ
り
各
地
方
機
関
の
具
体
的
事
情
に
応
じ
、
弾
力
性
を
有
す
る
処

分
手
続
を
定
め
て
い
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
同
草
案
が
目
的
と
し
て
い
る
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
恋
意
的
行
為
の
危
険
を
減
少
さ
せ

る
、
と
す
る
本
来
の
目
的
を
失
わ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。
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(
1
〉
こ
の
よ
う
な
都
市
お
よ
び
郡
の
行
政
機
関
に
対
す
る
、
広
範
な
裁
量
権
の
委
任
に
と
も
な
う
潜
在
的
な
危
険
の
問
題
は
別
に
新
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
こ
れ
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
斗
Z
U己
認
印
Z
D
D
O
同
盟
問
円
。
江
口
口
宮
豆
E
E
n
r
5
2
2
γ
w
g
m
F門戸
間

ω
S
Z円
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会
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M
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H
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R
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国
E
D
n
p

一。一

c'HMm-
「
・
河
内
〈
・
勾
・
包
〈
一
自
己
が
あ
る
。

(
2
)

各
州
の
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
一
部
紹
介
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
(
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一

O
六

l
一
O
八
頁
)
、
こ
こ
で

右
の
紹
介
を
補
う
意
味
で
以
下
に
行
政
手
続
法
を
有
す
る
各
州
の
状
況
を
掲
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

記
載
は
、
州
名
、
法
令
の
所
在
の
順
と
す
る
。
最
初
の
※
印
は
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
、
あ
る
い
は
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
規
定
に
従
っ

た
手
続
を
採
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
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な
お
、
少
し
古
く
な
る
が
各
州
の
立
法
の
状
況
に
関
す
る
調
査
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、

FHR-
民
自
身
・
〉
内
宮
E
ω
E号一。

p
o
n
a
C
2

r
a
M
L
5
0ロ
ヨ
テ
ω
ω
g
g
m
-
Cロ
2
・D
『豆一円
}fHM自
由

-SNe
が
あ
る
。

三
、
問
題
の
所
在

i
l
H

先
に
あ
げ
た
酒
類
販
売
等
の
免
許
の
申
請
、

お
よ
び
廃
止
手
続
を
争
訟
事
件
ハ
円
。

E
2同

a
g曲
る
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
必
要
か

も
と
よ
り
こ
こ
で
い
う
「
訴
訟
事
件
」
は
告
知
、

り
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
九
条
に
示
さ
れ
て
い
る
ov

議
論
の
分
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

聴
聞
を
主
た
る
内
容
と
す
る
も
の
で
あ

ど
う
か
、

連
邦
行
政
手
続
法
お
よ
び
右
改
訂
州
法
は
い
ず
れ
も
、
す
べ
て
の
免
許
申
請
に
関
し
て
聴
聞
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
い
。
連
邦
法
は

こ
の
点
、
制
定
法
に
よ
り
、
行
政
機
関
に
お
け
る
聴
聞
を
経
た
後
、

そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
事
件
が
決
定
さ
れ
る
べ
き
、
と
さ
れ
て
い
る

と
定
め
る
。
こ
れ
に
対
し
改
訂
州
法
は
幾
分
広
い
意

場
合
に
の
み
裁
決
的
手
続
(
改
訂
州
法
に
い
う
争
訟
事
件
手
続
)
が
要
求
さ
れ
る
、

北法19(3・43)541 



説

お
よ
び
聴
聞
が
制
定
法
に
よ
り
定
め

と
す
る
。

味
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
そ
の
一
四
条
は
、
免
許
の
付
与
、
拒
否
、
あ
る
い
は
更
新
に
先
立
つ
告
知
、

論

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
争
訟
事
件
手
続
が
こ
れ
ら
免
許
申
請
手
続
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

従
っ
て
、
免
許
申
請
手
続
に
告
知
お
よ
び
聴
聞
が
要
求
さ
れ
る
か
ど
う
か
、

の
問
題
は
も
っ
ぱ
ら
適
用
さ
れ
る
制
定
法
の
規
定
の
有
無

，
に
か
か
る
か
、
あ
る
い
は
憲
法
上
の
要
請
に
基
づ
く
か
否
か
、

に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
免
許
申
請
手
続
に
つ
い
て
、
告
知
お
よ
び
聴
聞
が
憲
法
上
要
請
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
の
問
題
は
こ
れ
を
肯
定
に
解
す

〈

4
)

る
傾
向
が
強
い
。
も
っ
と
も
こ
の
手
続
が
も
っ
ぱ
ら
行
政
上

(
B
-
E
2
2
E
C
の
行
為
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
免
許
の
付
与
ま
た
は
拒
否

が
ま
っ
た
く
関
係
行
政
庁
の
裁
量
に
か
か
る
場
合
は
右
の
例
外
を
な
す
。
前
者
の
例
と
し
て
は
自
動
車
免
許
の
付
与
行
為
が
あ
げ
ら
れ
る

し
、
後
者
の
例
と
し
て
は
公
有
地
に
お
け
る
鉱
業
許
可
の
申
請
に
対
す
る
行
政
処
分
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
免
許
の
付
与
ま
た
は
拒
否
に
先
立
つ
聴
聞
に
つ
い
て
の
制
定
法
の
定
め
は
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
。
通
常
は
特
定
の
免
許
処

不
要
を
具
体
的
な
法
規
に
定
め
る
の
が
例
で
あ
る
。
も
と
よ
り
あ
ら
ゆ
る
免
許
申
請
行
為
に
つ
き
聴
聞
を
要
求
す

分
に
つ
き
、
そ
の
要
、

る
州
は
な
い
。
同
様
に
、
免
許
の
停
止
乃
至
廃
止
行
為
に
つ
い
て
、
告
知
、
聴
聞
を
要
す
る
か
ど
う
か
、
連
邦
法
、
お
よ
び
改
訂
州
法
は

こ
れ
を
肯
定
に
解
す
る
こ
と
、
右
の
は
じ
め
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
右
の
、
免
許
の
申
請
手
続
に
つ
き
、
ま
た
は
そ
の
廃
止
手
続
に
つ
き
こ
れ
を
争
訟
事
件
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
要
す
る
か
ど
う

か
、
州
最
高
裁
判
所
の
立
場
は
二
つ
に
分
れ
る
。

ま
ず
第
一
は
、
免
許
廃
止
行
為
は
本
質
的
に
司
法
的
な
行
為
で
あ
っ
て
、
免
許
権
所
有
者
に
は
争
訟
事
件
に
お
い
て
当
事
者
に
与
え
ら

れ
る
と
同
様
の
権
利
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
立
場
が
あ
る
。
最
近
の
ワ
シ
ン
ト
ン
州
最
高
裁
の
判
決
は
こ
の
立
場
に

立
ち
、
自
動
車
免
許
証
所
有
者
の
権
利
を
停
止
し
た
事
件
に
お
い
て
、
デ
ェ

l

・
プ
ロ
セ
ス
を
引
用
し
つ
つ
、
権
利
を
剥
奪
す
る
手
続
に

フ
ロ
リ
ダ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
、
ミ
ズ
l
リ
、
ニ
ュ

l

・ヨ

l
ク
に
お
け
る

お
い
て
は
十
分
な
聴
聞
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
し
た
。
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州
最
高
裁
の
最
近
の
判
決
も
こ
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
他
の
一
つ
は
こ
の
点
制
定
法
の
定
め
な
き
か
ぎ
り
、
免
許
廃
止
行
為
は
本
来
行
政
庁
の
:
・
ま
た
は
執
行
府
に
属
す
る
行
為

の
問
題
で
あ
り
、
行
政
機
関
は
被
免
許
廃
止
者
に
対
し
争
訟
事
件
に
お
け
る
と
同
様
な
対
審
的
審
理
の
機
会
合
-
付
与
示
る
義
務
は
な
い
、

と
す
る
。
キ
ャ
リ
ア
オ

l
二
句
コ
ネ
テ
イ
カ
ツ
い
け
げ
州
最
高
裁
が
こ
の
立
場
に
立
ち
同
様
な
傾
向
を
ウ
イ
ス
コ
ン
シ
ン
開
高
裁
も
一
示
し

て
い
る
。

こ
の
点
、
改
訂
州
行
政
手
続
法
は
そ
の
一
四
条
に
認
可
(
ピ

2
5
g
)
の
項
を
設
け
、

免
許
の
廃
止
行
為
を
め
ぐ
る
手
続
を
争
訟
事
件

の
範
酵
の
中
に
含
め
、
手
続
的
保
障
を
確
保
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
こ
と
、
先
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
右
の
立
場
は
一
九
五
六
年
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
最
高
裁
の
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
、
ご
く
最
近
の
同
州
最
高
裁
は
こ
の
点
を
確
認
し
た
で

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
一
九
六
四
年
、
連
邦
巡
回
裁
判
所
は
、
免
許
申
請
の
審
査
に
お
い
て
も
、
修
正
一
四
条
の
意
図
す
る
手
続
に

お
け
る
公
正
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ホ
ル
ン
ス
ピ
イ
対
ア
レ
ン
事
件
官
。
吉
田
ゲ
コ
・
〉
-
Fる
で

あ

酒
類
販
売
の
免
許
申
請
を
判
断
す
る
行
為
は
裁
決
的
行
為
(
邑
古
島

g
己

2
2
3
で
あ
り
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス

る
。
同
事
件
で
は
、

の
要
請
す
る
告
知
、
聴
閉
そ
の
他
の
保
障
が
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
「
特
権
の
理
論
(
叶

Z
H
M円
F
i
r唱
。
。
ー

害
関
係
の
存
在
、

と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
判
決
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
従
来
伝
統
的
に
と
ら
れ
て
き
た
、
十
分
な
利

お
よ
び
特
権
の
欠
倣
の
理
論
に
必
ず
し
も
正
面
か
ら
適
合
す
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
右
の
事
件
か
ら
裁
判
所
は

口
同
ユ
ロ
巾
)
は
適
切
で
は
な
い
、

免
許
申
請
手
続
に
お
い
て
特
権
の
理
論
を
否
定
す
る
方
向
に
あ
る
と
す
る
推
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
誤
り
セ
あ
る
河

さ
ら
に
都
市
お
よ
び
郡
に
お
け
る
免
許
申
請
手
続
を
め
ぐ
る
争
訟
の
ほ
と
ん
ど
は
州
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

右
連
邦
裁
判
決
の
持
つ
影
響
は
限
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
右
に
あ
げ
た
州
判
決
の
う
ち
、
免
許
手
続
に
つ
き
こ
れ
を
裁
決
的
行
為
で
あ
る
と

明
ら
か
に
し
て
い
る
州
を
除
き
、
免
許
手
続
に
お
い
て
い
か
に
権
利
の
保
障
を
確
保
す
る
か
の
問
題
は
な
お
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
状
態
に
あ
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説

る
と
い
っ
て
よ
い
。

論

こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
都
市
お
よ
び
郡
の
モ
デ
ル
草
案
を
考
え
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
問
題
は
結
局
最
初
か
ら
出
発
せ
ざ
る
を
得
な
い
も

の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ω免
許
申
請
者
は
憲
法
の
保
障
を
請
求
す
る
に
つ
き
十
分
な
理
由
を
有
す
る
か
、

ω特
権
の
理
論
が
こ
の

問
題
に
つ
き
い
か
な
る
関
係
を
有
す
べ
き
か
、
そ
し
て

ωい
か
な
る
手
続
が
こ
の
場
合
の
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
を
満
足
さ
せ
る

か
、
の
点
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(
1
〉
改
訂
モ
デ
ル
法
九
条
に
い
う
「
争
訟
事
件
」

(
n
o
E
g
H
&
g耳
目
〉
は
、
連
邦
行
政
手
続
法
五
条
に
い
う
「
裁
決
」
?
と
邑
5

5ロ
に
)
対
応
す

る
。
こ
こ
で
は
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
っ
ぱ
ら
前
者
の
用
語
を
用
い
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
主
た
る
内
容
が
告
知

と
聴
聞
に
あ
る
こ
と
、
同
様
で
あ
る
。

(
2〉
同
五
条
こ
の
点
一
九
六
八
年
改
正
連
邦
行
政
手
続
法
に
お
い
て
も
本
質
的
に
か
わ
ら
な
い
。

(
3
V

拙
訳
(
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
一
一
一
七
頁
)
で
は
「
認
可
」
と
し
て
あ
る
。
本
稿
で
は
全
体
と
の
関
係
で
「
免
許
」
の
語
を
用
い
る
が
意
味

は
等
し
い
。

(
4〉
の

8
唱。

F
8・
2
・
2
唱
門
田
唱
・
℃
・
一
主
i
l
一
品
目
'
お
よ
び

S-
三
1
5
7

ハ
5
〉

F
a問。ュロ伺〈・

ω
E
0・
8
4〈
B
Y
包
宰
・

ω∞印】
Y
N仏印
N
N
(
-
8
3
・
同
事
件
で
は
免
許
権
所
有
者
は
交
通
法
規
に
違
反
し
、
市
裁
判
所
〈

ヨ
E
E宮
-
8目
。
に
お
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
右
判
決
の
通
知
に
基
づ
き
、
州
免
許
証
付
与
部
門
の
行
政
官
は
右
免
許
権
を
停
止
し
、
こ
れ

に
つ
い
て
他
の
機
会
を
付
与
し
な
か
っ
た
点
が
問
題
と
さ
れ
た
。

ハ
6
〉

HNovo
ユB
ロ
4・
Hロ仏
C
m
E
m
-
H
E・の
0・・吋印

ω0・
Nι-u∞
(
E
P
3
2〉・

〈
7
〉
〉
-nog--nF耳
目
問
。

C
Z
E
E
-
〈
-
P
R
E
F
-
M吋印

ω・
巧
・
包
(
尽
・
石
印
印
〉
・

(
8〉

ω
g
z
g
o
-
-
ω
5
0
百四
z
a
p
g目、『〈・

4司
aロ
ω
Z
5・
ωMMω
・
巧
-
E
コ
∞
ハ
冨
D
・
3
印由〉・

ハ
9
〉

ω立
己

g
m
o
-
4・句。吋《

P
-
z・J
円・

ML
印印∞・

5
品
Z
・J
円・

ω
-
E
∞∞
u・
5
∞
戸
開
-
M仏
∞
印
田
会

8
3
u
E
2
Z
d『-
Y向
D
ロ国間
Z
P
ω
O吋

vh
・ペ
-
A
m
-
-

一同一

Z
・開・
M内
山

A
M
一
(
志
望
)
・

(叩〉

U
5
8
2
ω
〈・

ω
E。
E
・
0同
E
F
L印
p
f
M
L
M印
印
い
∞
∞
唱
・
日
仏
∞
四
日
(
一
回
印
印
)
・
事
件
は
教
師
免
許
】
誕
の
廃
止
行
為
を
め
ぐ
る
も
の
で
、
裁
判
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アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

所
は
行
政
機
関
の
廃
止
行
為
は
単
な
る
執
行
的
行
為
に
す
ぎ
な
い
、
と
し
て
い
る
。

ハ
日
)
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
の
場
合
は
、
医
師
試
験
委
員
会
の
勧
告
に
基
づ
き
衛
生
局
に
よ
る
医
師
免
許
の
廃
止
が
問
題
と
さ
れ
た
。
裁
判
所
は
聴
聞
に
依

ら
な
い
こ
の
廃
止
行
為
は
純
粋
に
行
政
上
の
行
為
で
あ
っ
て
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
保
障
を
侵
害
す
る
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
、
と
し
た
。

の
F
Bロ
4・円
U
0
5
2
5同
室
内
骨
白

EHSH包
括

E
・
二
会
。

0
5・日一∞
-
-
E
〉
・
記
∞
∞
O
(
-
u
Z
〉・

〈
ロ
〉
た
だ
し
、
同
州
裁
判
所
の
場
合
は
、
自
動
車
免
許
-
証
の
廃
止
行
為
を
事
前
の
聴
聞
な
し
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
右
廃
止
は
司
法
審
査
に
従

?
も
の
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。

ω同ωsd-ωgy--r・
MmMJ司
E
-
g
M・
8
z
-
d司・

M仏
印
玉

2
8
3・
こ
の
場
合
裁
判
所
は
こ
れ
ら
の
事
件
に
お

い
て
審
査
の
範
囲
を
限
定
し
て
い
る
。

p
ε
-
0
4・
沢
民
号
、
回
話
2
・
E
-
s
r
-
o
-
z・4
q
・
民

ω
N
2
8
3
・

(
刊
日
)
同
条
に
つ
い
て
は
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
一
一
一
七
頁
。
な
お
、
争
訟
事
件
に
つ
い
て
は
同
法
九
条
に
定
め
が
あ
る
。
同
一
一
一
六
頁
。

(
川
門
〉
同
裁
判
所
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
行
政
手
続
法
(
巴
町
〉
内
宮

EaEH-42MMSnaca
〉
2
0『
志
望
〉
の
効
力
発
効
日
(
一
九
五
五
・
七
・

一
)
と
の
関
連
で
、
同
期
日
以
前
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
委
員
会
に
よ
る
対
審
的
審
理
に
つ
い
て
の
規
定
も
、
そ
の
要
請
も
存
在
し
な
か
っ
た
、

と
述
べ
、
同
効
発
効
以
後
争
訟
事
件
と
同
様
な
手
続
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

F
E
E
-同
回
り
広
島
々
や

ω日
。
々
の
G
-

〈-《

U
c
g
E
E
T

ロ
2
0『同ロ
rωωω
宮
E
F
A
g
-
A
g
-
-
ω
一
z-HW・
ML
三

ω
(一
回
目
白
〉
・
た
だ
し
、
こ
の
事
件
で
は
、
同
州
に
お
け
る
一
外
国
保
険
会
社
の
'
営
業
免

許
の
仮
廃
止
行
為
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
。

ハは

N
)
E
-
5
8
〈
-
F防止

O{
伊関
Z
E
8
5
3目
5
8ア
ωお
沼
田
訟
-
N
o
b
z・
戸
邑
印

ob
公回目印〉・

〈
日
山
)
出

O
E
m
S
〈
-
k
z
p
ω
N
m
m
M島
芭
印
(
山
手
目
・
一
回
目

6
・
事
件
は
、
市
の
参
事
会
令
官
回

B
え
え
と
舟

5
8〉
の
管
轄
に
属
す
る
免
許
申

請
に
対
す
る
許
可
処
分
に
お
い
て
、
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
が
要
請
さ
れ
る
も
の
か
ど
う
か
、
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
下
級
審
は
こ
れ
を
否
定
に

解
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(
げ
)
ロ
ミ

F
臣
官
円
曲
官
・
三
吋
・
行
政
庁
の
決
定
に
お
い
て
十
分
な
利
害
関
係
を
有
す
る
か
、
も
し
く
は
権
利
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
あ
る
も
の
が
あ
る

場
合
、
そ
れ
ら
の
も
の
は
通
常
裁
決
事
実
の
争
点
に
つ
き
対
審
形
式
の
聴
聞
の
機
会
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
問
題
は
何
が
こ
こ
で

い
う
十
分
な
利
害
関
係
で
あ
る
か
、
権
利
で
あ
る
か
、
に
あ
る
。
し
か
も
多
く
の
判
決
で
は
、
特
権
守
口

5-o問
。
〉
が
含
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は

当
事
者
に
聴
聞
の
機
会
が
付
与
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
。

〈叫山

)
ω
Z
R〈
・
】
己
記

g
-
s
r
o開
乞
呉

5
3
ω
M印・(一回目目、
l
一凶回目)・
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説

園
、
問
題
の
所
在

l
l
同

ま命

、、J
'1
 
(
 
免
許
の
申
請
、
お
よ
び
廃
止
手
続
に
お
け
る
デ
ュ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請

裁
決
的
手
続
に
お
い
て
、
聴
聞
の
機
会
を
付
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
要
請
が
修
正
五
条
、

ュ
l

・
プ
ロ
セ
ス
に
出
発
す
る
こ
と
、
今
更
あ
げ
る
ま
で
も
な
い
。

お
よ
び
修
正
一
四
条
に
定
め
る
デ

こ
の
よ
う
な
要
請
が
免
許
の
申
請
、

お
よ
び
廃
止
手
続
に
お
い
て
も
同
様
に
必
要
と
さ
れ
る
か
ど
う
か
、

に
つ
い
て
は
先
に
触
れ
た
と

r 

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
州
の
立
法
、
裁
判
例
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
し
か
し
、
最
近
の
傾
向
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
告
知
、

聴
聞
を
要
す
る
と
す
る
方
向
に
あ
る
こ
と
、
先
に
同
様
に
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
免
許
付
与
行
為
と
廃
止
行

多
く
の
場
合
、

為
の
聞
に
は
相
違
が
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
い
わ
ば
権
利
の
剥
奪
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

廃
止
に
先
立
ち
告

知
、
聴
聞
の
機
会
が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
前
者
に
対
す
る
場
合
と
は
そ
の
要
請
の
度
合
が
大
き
く
異
な
る
。
か
く
て
、

パ
ス
路
線
の
運
鈴
娯
楽
施
設
の
経
匂
美
容
学
校
の
経
匂
中
古
車
販
売
需
保
船
業
、
也
統
学
校
あ
る
い
は
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
シ

ア
タ
ー
経
営
な
ど
の
際
の
免
許
、
乃
至
認
可
の
廃
止
に
関
す
る
行
政
行
為
を
行
な
う
場
合
に
は
、
告
知
お
よ
び
聴
聞
が
必
要
と
さ
れ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
は
一
九
五
四
年
の
ニ
ュ

l

・
ヨ
ー
ク
州
最
高
裁
の
判
決
で
一
層
促
進
さ
れ
た
と
い
え
る
。

へ
フ
ト
対
モ
ナ
ガ
ン
事
件

(
同
月

Z
4・
富
。

E
m
Eろ
で
あ
る
。

こ
の
事
件
で
は
自
動
車
運
転
手
の
免
許
廃
止
に
際
し
て
、

適
切
な
告
知
と
聴
聞
を
欠
い
て
…
廃
止

デ
ュ

l

・

プ

ロ

セ

ス

に

違

背

す

る

と

し

た

も

の

で

あ

る

。

同

州

最

高

裁

の

一

九

O
七
年
の
判

決
、
す
な
わ
ち
ロ
ウ
デ
ズ
事
件
に
お
い
て
、
免
許
の
廃
止
行
為
は
こ
れ
を
付
与
し
た
行
政
権
に
よ
っ
て
容
易
に
廃
止
で
き
る
、
i

と
し
た
立

場
と
著
し
く
異
な
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。

処
分
を
行
な
っ
た
の
を
、

」
の
判
決
が
、
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し
か
し
、
事
案
が
公
共
の
安
全
、
道
徳
に
関
係
す
る
場
合
に
な
る
と
裁
判
所
の
立
場
は
右
に
述
べ
た
よ
う
な
、

て
告
知
、
聴
聞
を
要
請
す
る
傾
向
に
必
ず
し
も
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
た
と
え
ば
キ
ャ
リ
ア
ォ

l

ニ
ア
の
州
最
高
裁
は
、
公
共
に

対
す
る
危
険
を
含
む
営
業
の
免
許
を
廃
止
す
る
行
為
に
つ
い
て
、
告
知
、
聴
聞
を
右
の
よ
う
な
意
味
で
考
え
る
の
は
問
題
が
あ
る
と
し
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
手
続
に
お
い

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

も
と
よ
り
す
べ
て
の
州
裁
判
所
が
右
の
キ
ャ
リ
ア
ォ

l

ニ
ア
判
決
の
立
場
を
支
持
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
州
が
、
公
共
に

対
す
る
危
険
の
と
も
な
う
業
種
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
公
共
の
利
益
を
理
由
に
告
知
、
聴
聞
を
経
な
い
免
許
の
廃
止
を
正
当

化
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
前
者
す
な
わ
ち
免
許
の
申
請
に
お
け
る
手
続
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
最
近
の
傾
向
は
こ

の
よ
う
な
場
合
に
も
告
知
、
聴
聞
の
要
請
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
免
許
申
請
に
対
し
て
は
そ
の
種
類
に
も
よ
る
が
、
そ
の
多
く
の
場
合

略
式
手
続
の
採
用
U
よ
り
、
こ
れ
ら
免
許
の
申
請
に
対
す
る
調
査
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
い
え
ば
聴
聞
の
際
の
司
法
的
手
続
の

要
請
は
、
実
際
に
は
質
問
形
式
、
乃
至
書
面
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
に
基
づ
き
審
査
を
行
な
う
手
法
に
よ
っ
て
置
き
代
え
ら
れ
て
い
る
と

も
い
え
る
。
多
く
の
場
合
-
免
許
は
提
出
さ
れ
た
申
請
書
に
基
づ
き
与
え
ら
れ
る
が
、
仮
に
こ
れ
に
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
あ
る
い
は

よ
り
多
く
の
情
報
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
非
公
式
に
申
請
者
と
接
触
を
保
ち
こ
れ
を
提
出
さ
せ
る
か
、
あ
る
い
は
質
問
を
行
な
う
形

式
を
採
用
し
て
い
る
。
結
局
、
免
許
申
請
手
続
に
お
い
て
聴
聞
を
開
催
す
る
目
的
は
、
行
政
機
関
が
よ
り
多
く
の
情
報
を
得
、
他
方
申
請

者
が
こ
の
提
出
に
対
し
十
分
な
機
会
を
得
る
、

と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

免
許
の
申
請
に
対
し
て
、
こ
れ
に
許
可
を
与
え
る
場
合
は
格
別
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
を
拒
否
す
る
場
合
、
右
の
告
知

と
聴
聞
の
要
請
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
免
許
の
廃
止
行
為
と
は
も
と
よ
り
同
一
視
で
き
る
性
質
の
も
の
で
は
な
い
部
、
こ
れ
に
近

い
性
質
を
帯
び
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
免
許
の
拒
否
処
分
が
も
っ
ぱ
ら
事
実
の
認
定
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

こ
の
認
定
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説

手
続
に
つ
き
、
免
許
の
魔
止
処
分
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
手
続
と
ほ
ぼ
同
様
な
手
続
の
採
用
が
問
題
と
な
り
得
る
。
こ
の
点
、
判
決
例
は

こ
れ
を
肯
定
に
解
す
る
傾
向
に
あ
る
。
た
と
え
ば
連
邦
裁
判
所
の
リ
l
デ
ィ
ン
グ
・
ヶ
l
ス
で
あ
る
・
コ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
事
一
向
子
事
B
r
F

4
・C
巳
芯
門
同
盟
国
同

2
切
払
・
。
問
、
叶
良
一
〉
宅

g
Z
で
は
、
会
計
士

(Fm
白

2
0己
ロ
仲
間
三
)
に
よ
る
租
税
裁
判
所
〈
回

S
丘
O
同
叶

En一
〉
宅
町
田
戸
田
)

論

で
の
業
務
遂
行
許
可
申
請
行
為
に
つ
き
、
告
知
を
行
な
い
、
聴
聞
を
聞
き
答
弁
を
行
な
わ
せ
る
た
め
の
機
会
を
付
与
せ
ず
、
当
該
申
請
に

対
し
拒
否
処
分
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
こ
の
判
決
の
理
由
づ
け
は
連
邦
定
法
条
項
に
あ
る
こ
と
、

る
。
右
判
決
が
そ
の
後
、
州
裁
判
所
の
立
場
に
影
響
を
与
え
る
に
至
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

明
ら
か
で
あ

し
か
し
、
右
の
立
場
が
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
支
配
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
多
く
の
州
で
は
な
お
、
免
許
申
請
に
対
す

る
処
分
は
本
来
的
に
行
政
庁
に
委
ね
ら
れ
た
範
囲
の
執
行
上
の
行
為
で
あ
る
。
と
す
る
考
え
が
強
い
の
で
あ
る
。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
州

を
含
め
て
、
免
許
を
付
与
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
に
お
い
て
は
二
つ
の
利
益
が
比
較
衡
量
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
つ
は
免
許
申
請
者
の
利
益
の
問
題
で
あ
り
、

そ
の
主
た
る
内
容
は
、

州
内
に
お
い
て
自
己
の
希
望
す
る
営
業
を
企
画

し
、
従
事
し
、
企
業
者
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
す
る
自
由
を
中
心
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
他
方
は
、
州
の
、
政
策
的
考
慮
に
基
づ
く
決
定

の
自
由
で
あ
る
。
も
と
よ
り
許
可
処
分
を
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
多
く
の
場
合
法
の
規
定
に
よ
る
こ
と
で
あ
っ
て
行
政
官
の
恋
意
的
決

定
が
許
さ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。
し
か
し
な
お
、
右
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
州
の
利
益
の
問
題
が
取
り
あ
げ
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
免
許
を
付
与
す
る
か
ど
う
か
の
処
分
に
あ
た
っ
て
、
申
請
者
の
主
張
を
十
分
考
慮

す
る
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
決
定
は
州
の
利
益
を
少
な
く
と
も
前
提
と
し
て
い
る
場
合
が
多
い
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
申
請
者
の
利
益
と
州
の
利
益
の
比
較
衡
量
の
結
果
、
州
の
利
益
を
優
越
さ
せ
る
立
場
に
お
い
て

も
な
お
、
申
請
者
に
対
す
る
手
続
的
公
正
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
勿
論
で
、

こ
の
よ
う
な
公
正
さ
は
申
請
者
の
、
手
続

に
対
す
る
実
質
的
な
参
加
に
よ
っ
て
の
み
保
障
さ
れ
る
性
質
を
帯
び
て
い
る
。
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説

の
で
は
な
く
、
こ
れ
を
許
容
し
た
権
能
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
得
る
単
な
る
免
許
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
:
:
:
」
と
述
べ
て
い
る
。
前
の
判
決
と
の
著

し
い
対
照
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。

(
竹

)
n
m司
c
-
7〉

(Um--FSF同
国
R
8
m
R
Fロ
四
回
ι・
二
由
。
巳
-
E・
5
p
-
8
・
5
印
匂
-
E
二
0
2
2
6
・
た
と
え
ば
公
共
に
危
険
を
お
よ
ぼ
す
業

種
と
し
て
は
、
酒
類
販
売
、
競
馬
競
技
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
ミ
シ
ガ
ン
の
場
合
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
を
食
物
販
売
|
|
衛
生
1
1
の
見
地

か
ら
、
右
経
営
の
免
許
の
問
題
を
ポ
リ
ス
・
パ
ワ
ー
の
行
使
の
問
題
と
把
握
し
、
免
許
の
取
消
を
行
政
庁
の
裁
量
の
範
囲
に
あ
る
と
し
た
。
従
っ
て

行
政
庁
に
対
す
る
免
許
の
付
与
、
取
消
を
認
め
る
裁
量
権
の
付
与
は
デ
ュ

l

・
プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
。
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-MO

〉
-MLω
念
公
回
印
白
)
)
が
あ
る
。
こ
の
占
山
田
3
P
0
3
0
ユd
g
q
g
r四
国
自
己

E
F
R
E
M
O
V
E
g
n
o
-
-
o一
C
・
E
-
「
-
M
N
2・
勾

(-u印
M〉

が
く
わ
し
く
こ
の
問
題
を
論
じ
て
い
る
。

論

(2) 

免
許
の
申
請
手
続
と
特
権
の
理
論

免
許
申
請
者
に
対
す
る
告
知
、
聴
聞
の
手
続
を
否
定
す
る
場
合
、
し
ば
し
ば
州
裁
判
所
は
特
権
の
理
論
に
依
拠
す
る
。
こ
の
点
で
代
表

的
な
も
の
は
一
九
五
三
年
の
ア
イ
オ
ワ
州
に
お
け
る
ウ
オ

l

カ

l
対
ク
リ
ン
ト
ン
市
事
件
巧
乙
官
同
〈

-
c
q
o

向。
z
gロ
で
あ
る
。

同
事
件
で
は
、
未
成
年
者
に
酒
類
を
販
売
し
た
之
と
を
理
由
に
酒
類
販
売
免
許
が
取
り
消
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

免
許
権
者
が
告

北法19(3・52)550 



知
、
聴
聞
を
求
め
た
の
に
対
し
、
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

「
:
:
:
告
知
、
聴
聞
を
行
な
わ
ず
に
ピ

l
ル
の
販
売
の
免
許
、
乃
至
許
可
を
廃
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
す
る
立
法
の
権
利
は
、

と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
に
確
立
し
て
い
る
。
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
デ
ユ
!
・
プ
ロ
セ
ス
の
問
題
、

tま

合
の
補
償
の
問
題
は
、
す
で
に
繰
返
し
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

お
よ
び
財
産
を
収
用
す
る
場

お
よ
び
こ
れ
ら
以
外
の
他
の

ピ
l
ル
、
酒
、

醸
造
、
あ
る
い
は
蒸
溜
飲
料
水
を
取
扱
い
、
販
売
、
あ
る
い
は
頒
布
す
る
免
許
は
州
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
た
特
権
で
あ
り
、
・
財
産
権
た
る

意
味
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
免
許
は
、
州
、
あ
る
い
は
州
が
そ
の
発
行
を
援
権
し
た
都
市
あ
る
い
は
そ
の
他
の
公
共
団
体
と

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

の
契
約
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。
免
許
権
所
有
者
が
こ
の
特
権
を
取
得
す
る
場
合
に
、
こ
の
付
与
を
定
め
る
制
定
法
の
条
項
に
従
う

こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
制
定
法
が
、
免
許
廃
止
に
先
立
つ
、
告
知
、
お
よ
び
聴
聞
の
開
催
を
定
め
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え

こ
れ
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
:
:
:
」

免
許
権
者
に
こ
れ
ら
が
与
え
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、

こ
の
判
決
が
依
拠
し
て
い
る
特
権
の
理
論
は
、
従
来
各
州
裁
判
所
に
よ
り
多
く
採
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

の
免
許
の
場
合
に
限
ら
れ
ず
、
自
動
車
免
許
、
ダ
ン
ス
・
ホ

l
ル
経
営
、
公
開
賭
博
場
開
催
、
牛
乳
販
売
業
、

場
経
営
お
よ
び
ポ
ッ
プ
・
コ
ー
ン
販
売
な
ど
の
免
許
行
為
に
対
し
て
も
お
よ
ん
で
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
単
に
酒
類
販
売

ロ
プ
ス
タ

i
採
取
業
、
劇

し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
特
権
の
理
論
に
基
づ
く
免
許
付
与
行
為
は
デ
ユ

l

・
プ
ロ
セ
ス
に
基
づ
く
保
障
を
否
定
す
る
性
質
を
有
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

州
に
よ
る
免
許
を
得
て
は
じ
め
て
免
許
権
者
が
こ
れ
ら
の
営
業
を
営
み
得
る
こ
と
、

い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ら

北法19(3・53)551 

の
免
許
付
与
行
為
を
、
州
に
よ
る
特
権
の
付
与
と
す
る
考
え
方
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
に
お
い
て
憲
法
の
保

障
す
る
デ
ユ

l

・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
は
十
分
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
特
権
の
理
論
に
依
拠
す
る
免
許
付
与
行

と
す
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
特
権
の
理
論

為
の
問
題
に
つ
き
、

こ
れ
ら
の
要
請
が
本
質
的
に
否
定
さ
れ
る
、



説

は
、
種
々
の
理
由
に
基
づ
き
個
人
の
利
益
保
護
を
否
定
す
る
立
場
に
立
っ
て
、
後
か
ら
つ
け
加
え
ら
れ
る
と
す
る
幹
は
こ
の
意
味
に
お

い
て
正
当
で
あ
る
。

論

免
許
を
付
与
さ
れ
る
個
人
が
そ
の
手
続
過
程
に
お
い
て
、
告
知
、
聴
聞
の
利
益
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
要
請
が
い
く
つ
か
の

州
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
お
ピ
の
も
、
右
の
点
か
ら
考
え
て
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
様
な
傾
向
が
州

の
行
政
手
続
法
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
い
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
て
み
れ
ば
、
特
権
の
理
論
を
絶
対
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
限
定
的
な
も
の
♀

2
2
5百
三
古
る

と
す
る
立
場
か
ら
、
免
許
権
者
の
権
利
を
、
一
方
に
お
い
て
は
州
か
ら
付
与
さ
れ
た
特
権
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
が
、
他
方
に
お
い
て
デ

と
す
る
指
摘
が
導
か
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ユ
l
・
プ
ロ
セ
ス
の
保
護
に
値
す
る
権
利
と
し
て
の
意
味
を
も
有
す
る
、

(
1
)

巧
巳
}
内
巾
同
〈

-
c
q
a
o
E
o
p
E品目
0
4
〈即

-o
∞∞

-
g
z・4
〈

-
E
吋∞印

(
-
8
3
・
事
案
に
、
同
州
酒
類
販
売
業
者
が
未
成
年
者
に
酒
を
販
売

し
た
と
い
う
理
由
で
、
免
許
が
取
消
さ
れ
た
例
が
あ
る
。

〈

2
)

た
だ
し
、
弁
護
士
、
医
業
、
建
築
業
、
会
計
士
な
ど
の
場
合
に
は
こ
の
特
権
の
理
論
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ロ
ミ
ダ

E
司自司・

3
7

(
3〉
ロ
E
F
E司自問
y

一会・

〈

4
)

た
と
え
ば
、
キ
ャ
リ
ア
オ
1
エ
ア
州
最
高
裁
は
従
来
こ
の
特
権
の
理
論
に
依
拠
し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
な
わ
ず
に
免
許
廃
止
行
為
を
是
認
し
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
一
九
四

O
年
に
は
こ
れ
を
改
め
た
。
。
R
S
Z
a
F
の
ω
E
r
g
-白
固
定
8
m
m
n
B岡
田
g
a
-
-
m
の
己
・
包
一
宝
・

5
∞・

5
印
匂
・
包

一一
0

・
一
一
旧
公
U
A
O
)

・
さ
ら
に
同
裁
判
所
は
一
九
五
二
年
に
は
、
娯
楽
施
設
公
S
E
R
B
gニ
吉
田
町

5
C
開
設
の
免
許
付
与
行
為
に
先
立
ち
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
な
わ
ず
に
右
の
申
請
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
右
の
決
定
を
審
査
し
次
の
よ
ろ
に
述
べ
て
い
る

・
「
:
・
法
は
、
そ
れ
が
(
免
許
付
与
H
筆
者
)
特
権
公
開
肖
玄

-aG
と
し
で
付
与
さ
れ
る
の
か
、
あ
る
い
は
付
与
さ
れ
た
権
利
公
〈
g
S仏乱開
ro

と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
、
に
つ
き
正
当
な
判
断
を
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
・
:
:
・
飲
用
物
を
販
売
す
る
権
利
は
・
:
:
・
申
請
者
の
右
申
請
に
関
す
る

主
張
を
、
関
係
当
局
に
お
い
て
聴
取
す
る
こ
と
な
く
、
当
局
に
よ
っ
て
怒
意
的
に
否
定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
:
:
:
」

3
5
E忌
S
H
R
-
〈
-
出
?

D
〈ぬ円
~ω
由
。
ω
-
-
N
品
N
m
0
・
M〕
10
・
M
品
目
司
・
日
仏
目
印
m
-
m
m
M
(
一回日一山)・
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ハ5
〉
た
と
え
ば
、
州
一
行
政
手
続
法
と
し
て
一
は
、
改
討
宝
芳
ル
州
行
政
手
続
滋
v

ふ
り
は
進
ん
、
で
い
る
と
さ
れ
る
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法

ハロ
2
5・
E
司自・℃

-
g
C
は
、
「
・
:
本
節
に
他
に
定
め
な
き
か
ぎ
り
、
機
関
は
ま
ず
聴
聞
の
機
会
を
免
許
権
者
に
与
え
る
こ
と
な
し
に
、
免
許
を

廃
止
、
あ
る
い
は
更
新
す
る
の
を
拒
否
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
る
(
出
町
〉
ι
ヨ
亘
書
主

z
p
o
n
a
c
R
〉
え
え
一
回
2
・
F
両日

ω-cg-

E
Z
〉ロ
p
n
r・
包

P
申一
ω
〉
・
同
法
の
規
定
は
こ
の
点
で
他
の
州
行
政
手
続
法
の
場
合
と
異
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
改
訂
モ
デ
ル
法
は
一
四

条
に
免
許
の
付
与
、
拒
否
あ
る
い
は
更
新
に
先
立
ち
、
告
知
お
よ
び
聴
聞
の
機
会
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
」
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
と
し

て
い
る
。

(
6
〉

ω
出
向
〈
・
守
口
自
己

g
r
o虫
ω-30ロ
ω
N
?

〈一回目印
lea-
田町田〉・

(3) 

デ
ユ

l
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
と
手
続
法
制
定
の
意
味

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

右
に
述
べ
た
意
味
に
お
い
て
免
許
申
請
者
に
対
す
る
デ
ユ

1
・
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
は
、
特
に
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
の
裁
決
手
続

に
行
政
手
続
法
の
導
入
を
要
求
す
る
。
そ
の
理
由
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
方
行
政
機
関
に
よ
る
恋
意
的
決
定
の
排
除
に
あ
る
。
多
く
の

場
合
こ
れ
ら
の
行
政
機
関
は
、
免
許
申
請
に
対
し
こ
れ
を
求
め
る
個
人
の
利
益
と
、
こ
れ
と
衝
突
す
る
可
能
性
の
あ
る
他
の
利
益
と
の
比

較
衡
量
を
試
み
る
。
こ
の
よ
う
な
比
較
衡
量
に
際
し
て
地
方
の
行
政
機
関
は
、
手
続
的
公
正
の
要
請
を
無
視
す
る
場
合
が
あ
る
。
手
続
法

制
定
の
要
請
は
こ
の
よ
う
な
、
申
請
者
の
権
利
を
保
護
す
る
と
こ
ろ
か
ら
意
図
さ
れ
る
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。

さ
て
、

行
政
機
関
に
よ
る
行
為
は
、

免
許
を
求
め
る
申
請
の
提
出
、

あ
る
い
は
免
許
の
取
消
乃
至
廃
止
の
申
立
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
行
政
機
関
は
提
出
さ
れ
た
証
拠
を
審
査
し
、
正
式
に
あ
る
い
は
葬
公
式
に
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
一
応
の

結
論
に
到
達
し
、
こ
れ
を
申
請
人
に
送
達
す
る
。
こ
の
場
合
申
請
人
は
、
付
行
政
機
関
の
認
定
し
た
事
実
を
争
う
か
、
口
事
実
認
定
は
争

わ
な
い
が
そ
の
理
由
づ
け
を
争
う
か
、
日
明
こ
れ
ら
い
ず
れ
も
争
わ
な
い
が
適
用
さ
れ
た
法
令
、
規
則
を
争
う
か
、
あ
る
い
は
帥
結
論
を
認

め
る
か
の
い
ず
れ
か
を
と
る
と
思
わ
れ
る
。
付
の
場
合
で
あ
れ
ば
当
事
者
は
対
決
し
、
交
互
尋
問
を
含
め
る
対
審
形
式
公
口
U
-
l
q宮
)

い
ず
れ
か
の

の
聴
聞
を
請
求
す
る
権
利
が
あ
る
。
∞
の
場
合
で
あ
れ
ば
こ
の
聴
聞
に
お
い
て
弁
論
書
の
提
出
を
認
め
る
か
認
め
な
い
か
、
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説

型
の
も
の
を
請
求
す
る
こ
と
と
な
る
。
悼
の
場
合
に
は
行
政
機
関
は
立
法
形
式
合
『
包
乙
E
Z白
l
q℃
与
の
聴
聞
を
開
催
す
る
こ
と
が
必

論

要
と
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
後
に
司
法
審
査
の
機
会
を
得
る
こ
と
、
勿
論
で
あ
る
。

地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
が
、
単
な
る
直
感

(
Z
R
F
)
に
基
づ
き
、
個
人
と
州
お
よ
び
他
の
利
益
の
比
較
衡
量
を
行
な
い
、
あ
る

免
許
申
請
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

い
は
特
権
の
理
論
に
依
拠
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
草
案
は
右
に
述
べ
た
デ
ユ

こ
こ
で
提
案
さ
れ
た
草
案
が
こ
れ
ら
の
要
請
に
十
分
応
え
る

ー
・
。
プ
ロ
セ
ス
の
要
請
を
満
た
そ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
な
お
問
題
が
残
さ
れ
よ
う
。

司
法
審
査
の
分
野
に
つ
い
て
は
こ
の
草
案
も
ま
た
他
の
場
合
と
同
様
多
く
の
困
難
な
問
題
を
含
ん
で
い
れ
本
草
案
に
は
ニ
ュ

l
・
ヨ
ー

ク
州
の
提
案
、
連
邦
行
政
手
続
出
山
)
の
場
合
の
よ
う
な
、
技
能
の
分
離

(ω
巾宮

2
5
。

2
5
2
8
)
の
定
め
を
持
た
な
い
。
こ
の
点
は
改

訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
場
合
と
同
様
で
、
そ
の
理
由
は
連
邦
の
場
合
と
異
な
り
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
行
政
機
関
が
こ
の
よ
う

な
権
能
の
分
離
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
利
益
と
、
分
離
を
行
な
わ
な
い
場
合
と
の
利
益
の
比
較
衡
量
の
結
果
に
基
づ
く
。

規
則
制
定
、
お
よ
び
司
法
審
査
の
分
野
に
お
い
て
は
す
で
に
い
く
つ
か
の
法
典
に
よ
り
、
か
な
り
著
し
い
進
歩
が
示
さ
れ
て
い
記
。
し

か
し
、

な
お
行
政
手
続
法
整
備
の
問
題
は
特
に
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
手
続
を
め
ぐ
り
多
く
の
困
難
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
、

い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
草
案
も
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
手
続
法
整
備
の
一
作
業
と
い
い
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
後
な

お
多
く
の
検
討
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
修
正
、
補
足
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
困
難
な
問
題
を
解
決
す
る
に
資
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

(
1
)

司
法
審
査
の
問
題
に
つ
い
て
は
』
え
F
F
2
5
「
』
え
E
え
の
D

ロ可
07u『
〉
L
B
E
Z
H
E
S
〉口氏。ロ(一回目印)・

(
2
)

一
九
四
六
年
連
邦
行
政
手
続
法
は
そ
の
五
条
O
項
に
行
政
官
の
権
能
の
分
離
を
定
め
る
。
な
お
、
権
能
の
分
離
に
つ
い
て
は
り
2
5
2司
自
宅
-

N
A
m
-
-
M
m
0
・
一
九
六
八
年
連
邦
行
政
手
続
法
の
改
正
で
は
右
の
条
項
の
趣
旨
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
ず
、
条
文
の
体
裁
が
改
め
ら
れ
た
に
と
ど
ま
る
。

(
3
)

改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
場
合
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
〈
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
三
六
頁
)
、
権
能
の
分
離
を
定
め
る
条
項
は
な
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ぃ
。
じ
か
し
、
同
一
三
条
に
は
「
一
方
的
協
議
の
条
項
を
設
け
、
決
定
を
行
な
う
行
政
官
が
当
事
者
の
一
方
と
の
協
議
の
禁
止
を
定
め
て
い
る
。

(
4
)

こ
の
点
は
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
マ
サ
チ
且

i
セ
ツ
ツ
行
政
手
続
法
、
お
よ
び
ニ
ュ

l

・
ヨ
ー
ク
州
の
、
改
訂
委
員
会
に
よ
る
行
政
手
続
法

の
制
定
に
関
す
る
報
告
お
よ
び
勧
告
が
あ
る
。

五

、

都

市

行

政

手

続

法

草

案

の

特

徴

さ
て
、
以
上
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
た
行
政
手
続
法
は
、

以
下
に
み
る
よ
う
に
多
く
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

も
と
よ
り
一
般
的
に

は
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
法
も
、
連
邦
、

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

お
よ
び
州
の
行
政
機
関
に
対
す
る
手
続
法
に
お
い
て
採
用
さ
れ
て
い
る

原
理
と
根
本
的
に
異
な
る
は
ず
の
な
い
こ
と
は
当
然
で
、
従
っ
て
多
く
の
規
定
は
連
邦
行
政
手
続
法
、
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
、
お
よ
び

各
州
の
行
政
手
続
法
に
な
ら
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
詳
細
に
各
条
項
を
連
邦
法
.
モ
デ
ル
州
法
等
と
比
較
検
討
を
進
め
て
み
る
と
、
本
草
案
の
意
図
す
る
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政

機
関
、
行
政
手
続
、
な
ら
び
に
訴
訟
事
件
の
性
質
に
応
じ
た
特
殊
性
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
を
都
市
行
政
手
続
法
の
特
徴
と
い

(
1
〉
一
九
四
六
年
連
邦
行
政
手
続
法
が
、
本
年
三
九
六
八
年
)
改
正
さ
れ
た
こ
と
は
先
に
触
れ
た
。
い
ず
れ
別
の
機
会
に
新
法
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
る
予
定
で
あ
る
が
、
新
法
の
多
く
の
規
定
は
旧
法
の
規
定
の
体
裁
を
改
め
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
勿
論
、
新
法
に
は
い
く
つ
か
の
新
し
い
試
み
ー
ー

そ
の
多
く
は
過
去
二

O
年
余
の
経
験
を
基
礎
と
し
て
い
る
と
い
え
る
が
ー
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の

草
案
は
旧
法
の
規
定
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
連
邦
法
は
旧
法
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

(

2

)

本
草
案
は
一
九
六
五
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
と
、
先
に
触
れ
た
。
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
が
同
四
六
年
、
同
改
訂
法
が
同
六
一
年
に
発
表
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
本
草
案
は
後
者
で
は
な
く
前
者
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
た
と
え
ば
、
本
草
案
第
九
条
が
モ
デ
ル
法
第
七
条
に
依
拠
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
改
-
訂
法
第
八
条
は
右
第
七
条
と
同
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
が
、
モ
デ
ル
法
第
七
条
に
あ
る
「
:
:
:
宣
言
的
決
定
が
弁
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説

論
を
経
て
行
な
わ
れ
、
拘
束
力
を
・
有
す
る
旨
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
は
:
:
:
」
と
す
る
部
分
は
本
草
案
第
九
条
に
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
て
い
る
。
六
一

年
の
改
訂
法
で
は
こ
れ
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
二
六
頁
、
お
よ
び
一
四
九
頁
参
照
。

(
3
)

こ
の
点
は
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法
(
出
町
〉
ι
g
E
ω
E
t
z
p
o
n
aロ
足
〉
2
0同

3
2・
豆
mg・
0
2・
C
5
〉ロロ
-nr・
8
〉、

務
一
ー
ー
ミ
・
一
回
目
一

ω戸
宅
-
一
回
目
さ
お
よ
び
行
政
手
続
法
な
ら
び
に
行
政
規
則
制
定
手
続
法
に
関
す
る
ニ
ュ
l

・
ヨ
!
ク
州
法
改
訂
委
員
会
一
九
六

五
年
報
告
な
ら
び
に
提
案

(
Z
2〈
J

円
。
長
戸
白
若
列
2
E
oロ
。
。
B
B
5
5口広一回目印

m
G
O『押印ロ円四河内
n
o
g
g
g門目白色。ロ
ω
河
内
宮
内
百
四
件
o
g
〉仏ヨ
g
l

E
s
z
z
p
s
a
E
B
〉
2
.
2
〉仏同国
E
E
E
Z
Z
河口
-o
窓
会
g
四
ponmEHO
〉口円

S
L
H
W
U
Z
E
Cロ
0『

ω
s
g
〉
ι
g
E伊丹
E
t
z
p
o
n
a号。

「

ωdFH4・J
円・

HhaFpoon-Z0・
2
r
r
)
・
一
回
目
印
)
に
特
に
大
き
〈
依
拠
し
て
い
る
。

議岩

)
 

唱
目
ム(
 
利
害
関
係
人
を
め
ぐ
っ
て

本
法
の
著
し
い
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
第
二
条
に
お
い
て
「
直
接
利
害
関
係
人
」
(
由
民
2
Z仏
匂

2
8ろ
の
定
義
を
も
っ
て
始
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
「
利
害
関
係
人
」

Q
E
2
2芯
仏

匂

2
8ロ
)
に
つ
い
て
同
条
刷
項
に
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
両
者

の
区
別
は
、
前
者
が
直
接
的
に
利
益
ま
た
は
損
害
を
受
け
た
も
の
、
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
が
右
の
場
合
よ
り
は
広
く
一
般
的

に
著
し
い
利
害
を
有
す
る
も
の
、
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
連
邦
法
、
改
訂
モ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
い
ず
れ
に
も
こ
の
よ
う
な
利
害
関

係
人
に
つ
い
て
の
定
義
は
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
法
が
利
害
関
係
人
の
定
義
を
設
け
た
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
利
害
関
係
人

を
区
別
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
が
、
地
方
行
政
機
関
に
お
け
る
手
続
を
請
求
し
う
る
も
の
の
範
囲
を
明
確
に
し
よ

う
と
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
、
通
常
こ
れ
は
、
特
定
さ
れ
た
当
事
者
と
し
て
、
個
々
の
事
件
に
お
い
て

法
律
上
の
権
利
、
義
務
、
特
権
等
に
つ
き
争
う
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
ら
当
事
者
は
第
一
一
条
、
第
一
二
条
に
従
い
、
官
庁
の
仮
命
令
、

よ
び
聴
聞
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
第
二
条
例
項
に
従
い
、
規
則
制
定
手
続
を
個
々
の
事
件
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。
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い
う
ま
で
も
な
く
利
害
関
係
人
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
.
第
一
七
条
に
定
め
る
司
法
審
査
を
請
求
す
る
適
絡
性
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
第
四
条
、
第
五
条
に
定
め
る
規
則
制
定
手
続
に
お
い
て
告
知
を
受
け
る
権
利
と
も
関
係
す
る
ほ
か
、
第
六

条
の
定
め
に
従
い
規
則
の
制
定
、
修
正
、
廃
止
に
つ
い
て
の
申
立
を
な
し
う
る
こ
と
、
お
よ
び
第
九
条
に
定
め
る
宣
言
的
命
令
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
草
案
が
「
利
害
関
係
人
」
の
定
義
を
設
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
手
続
に
お
け
る
「
著
し
い
利
害
」
に
つ
い
て

一
つ
の
意
味
を
与
え
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
例
、
お
よ
び
仙
項
の
定
め
に
よ
れ
ば
、
利
害
関
係
人
と
は
単
に
財
産
的
損
害
に

よ
り
広
い
範
囲
の
も
の
を
含
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
、
例
を
あ
げ
る
な
ら
、
パ
ー
を
開
設
す
る
目
的
で
そ
の
認
可
申
請
が

限
ら
れ
ず
、

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
近
隣
の
も
の
が
利
害
関
係
人
に
な
り
う
る
ほ
か
、
ゾ

l
ニ
ン
グ
計
画
に
反
対
す
る
地
区
の
居
住
者
も
利
害
関
係
人

と
な
り
う
る
と
解
さ
れ
る
。
本
法
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
手
続
に
参
加
す
る
に
あ
た
り
、
積
極
的
に
財
産
上
の
損
失
を
証
明
す
る

必
要
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
は
可
法
審
査
と
の
関
連
で
よ
り
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

す
な
わ
ち
、
連
邦
法
一

O
条
例
項
は
「
官
庁
の
行
為
に
よ
り
違
法
な
侵
害
を
受
け
、
ま
た
は
関
連
す
る
法
令
の
意
味
に
お
い
て
不
利
益

を
受
け
ま
た
は
利
益
を
害
さ
れ
た
も
の
は
、
そ
の
行
為
に
つ
い
て
司
法
審
査
を
求
め
る
権
利
を
有
す
る
叶
)
と
定
め
司
法
審
査
を
受
け
る
「

適
格
性
を
違
法
な
侵
害
を
受
け
た
も
の
」

Q
2
8ロ
E
ロ
2
E
m
r
m白
戸
当

3
ロ
巴
ま
た
は
「
不
利
益
を
受
け
、
ま
た
は
利
益
を
害
さ
れ
た

も
の
」
守
2
8ロ
え
4
2邑
可
え
な
2
a
oロ
白
自
己
巾
〈
色
)
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
改
訂
法
一
五
条
例
項
は
「
利
益
の
侵
害
を
受
け
た

も
の
」
(
官
同
目
。
口
当
r
c
U
白
mm
ュ2
包
)
と
し
て
そ
の
適
格
性
の
重
点
を
利
益
侵
害
の
あ
る
こ
と
に
移
し
法
律
上
の
権
利
の
有
無
と
は
必

ず
し
も
関
係
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
点
で
は
連
邦
の
場
合
よ
り
は
一
歩
進
ん
で
い
る
と
い
え
る
州
立
法
の
傾
向
は
二
つ
に

わ
か
れ
る
と
こ
ろ
で
、
救
済
を
広
く
認
め
よ
う
と
す
る
立
場
か
ら
改
訂
法
の
規
定
に
類
似
し
た
規
定
を
採
用
す
る
州
が
か
な
り
の
数
に
の

ぼ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
V

本
草
案
は
こ
の
立
場
を
踏
襲
し
た
も
の
で
、
規
定
の
形
式
は
モ
デ
ル
法
一
二
条
に
依
っ
て
い
る
。
起
草
者
に

よ
れ
ば
、
こ
こ
で
い
る
「
利
益
」
は
必
ら
ず
し
も
財
産
上
の
利
益
に
限
定
さ
れ
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
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説

に
限
る
か
の
問
題
は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

論

(2) 

規
則
制
定
手
続
を
め
ぐ
っ
て

本
草
案
は
そ
の
第
四
条
、
第
五
条
に
お
い
て
規
則
制
定
手
続
を
定
め
、
制
定
法
に
よ
り
聴
聞
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
と
そ
の
定
め
が

な
い
場
合
と
に
区
別
し
て
規
定
し
た
。
こ
の
点
は
連
邦
法
(
四
条
)
、
改
訂
法
つ
一
条
、
三
条
、
四
条
、
五
条
、
六
条
、
七
条
)
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
連
邦
法
の
場
合
の
規
則
制
定
手
続
の
規
定
は
、
こ
の
分
野
に
お
け
る
一
般
的
原
則
を
宣
言
し
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
に

比
較
し
て
改
訂
法
の
場
合
は
連
邦
法
の
規
定
の
趣
旨
と
同
様
な
規
定
を
採
用
し
つ
つ
も
、
こ
れ
を
よ
り
一
歩
進
め
た
規
定
を
置
い
て
い
た

と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
草
案
は
制
定
法
が
聴
聞
を
定
め
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
制
定
に
お
け
る
手
続
の
定
め
を
置

く
に
至
っ
て
い
る
。
改
訂
法
二
条
例
項
の
規
定
は
「
法
律
に
規
定
さ
れ
た
規
則
制
定
の
要
件
に
加
え
て
」
そ
の
他
の
要
件
を
規
則
制
定
手

続
に
課
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
草
案
の
規
定
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
の
規
則
制
定
手
続
に
お
け
る
告
知
、
聴
聞
の
要
件
を
定
め
る
に

至
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
草
案
に
よ
れ
ば
官
庁
は
告
知
、
聴
聞
を
あ
ら
ゆ
る
規
則
制
定
手
続
に
際
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
と
な
る
。
こ
の
本
草
案
第
四
条
、
第
五
条
の
規
定
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法
と
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
第
五
条
に
つ
い
て
い
え
ば
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法
の
趣
旨
と
は
大
き
く
異
な
る
。
同
法
第
六
ダ
に
よ
れ

ば
、
告
知
‘
聴
聞
の
要
求
が
公
衆
の
利
益
に
不
必
要
で
あ
る
場
合
、
乃
至
反
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
官
庁
は
こ
れ
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
本
草
案
は
こ
の
部
分
を
採
用
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政

機
関
に
お
い
て
は
か
か
る
条
項
が
乱
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
草
案
が
、
法
律
に
聴
聞
の
定
め
な
き
場
合

の
規
則
制
定
手
続
に
お
い
て
も
法
律
に
定
め
あ
る
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
手
続
を
課
し
て
い
る
の
は
地
方
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
連
邦
一
ま
た
は

州
の
場
ム
ロ
と
異
な
り
官
庁
の
規
則
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
も
む
の
数
が
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
ま
た
政
治
的
影
響
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アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

を
お
よ
ぼ
す
こ
と
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
従
っ
て
告
知
、
聴
聞
の
義
務
を
行
政
機
関
に
課
す
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど
不
都
合
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

さ
て
、
規
則
制
定
手
続
に
お
け
る
他
の
新
し
い
試
み
は
、
「
個
々
の
事
件
」
に
お
け
る
手
続
と
規
則
制
定
手
続
の
関
係
に
つ
い
て
み
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
草
案
第
二
条
例
項
は
個
々
の
事
件
を
、
他
の
行
政
手
続
法
の
場
合
と
同
様
官
庁
に
お
け
る
手
続
と
定
め
、
こ
の

手
続
に
お
い
て
特
定
の
当
事
者
に
関
す
る
法
律
上
の
権
利
、
義
務
、
あ
る
い
は
特
権
が
決
定
さ
れ
る
と
す
る
。
ま
た
同
項
後
段
に
よ
れ

ば
、
「
個
々
の
事
件
」
に
は
一
般
的
に
規
則
制
定
手
続
を
含
む
も
の
で
は
な
い
が
、
当
事
者
が
六
名
以
下
の
場
合
に
は
こ
の
限
り
で
は
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
、
は
、
利
害
関
係
人
が
六
人
以
内
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
規
則
制
定
手
続

が
個
々
の
事
件
と
し
て
取
扱
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
な
、
規
則
制
定
手
続
を
個
々
の
事
件
と
し
て
取
扱
う
規
定
は
連
邦
、

州
の
い
ず
れ
の
手
続
法
に
も
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
本
草
案
の
著
し
い
特
徴
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
取
扱
い
の
意
味
に
は
二
つ
の
理

由
が
あ
る
。
第
一
は
、
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
多
く
の
規
則
は
、
実
際
上
は
ご
く
少
数
の
限
ら
れ
た
人
々
に

の
み
適
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
、
一
般
的
な
規
則
制
定
手
続
に
依
る
よ

η
は
個
々
の
事
件
に

お
い
て
採
用
さ
れ
る
手
続
に
依
る
こ
と
が
よ
り
慎
重
な
結
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。
第
こ
に
は
、
本
草
案
の
予
定
す
る
各
規
則
が

司
法
審
査
を
受
け
る
機
会
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
あ
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
の
結
果
と
し
て
規
則
一
般
を
裁
判
所
が
審
査
し
こ
れ
を
チ
エ
ッ
グ

ず
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
こ
と
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
合
、
個
々
の
事
件
に
お
い
て
採
用
さ
れ
る
手
続
に
依
る
こ
と
が
右
の
欠
陥
を

補
う
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
。

次
に
、
規
則
制
定
の
申
立
に
つ
い
て
本
草
案
は
第
六
条
に
そ
の
手
続
を
定
め
る
こ
の
規
定
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法
第
四

蛇
と
同
様
な
表
現
を
採
用
し
て
い
る
。

次
に
規
則
の
公
刊
に
つ
い
て
第
七
条
は
、
規
則
の
正
本
が
町
執
行
部
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
効
力
発
生
の
要
件
と
し
て
い
る
。
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こ
の
点
は
連
邦
法
四
条
例
項
前
段
が
連
邦
公
事
録
に
よ
る
公
告
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
点
、
お
よ
び
改
訂
法
四
条
例
項
が
州
務
長
官
の

事
務
局
に
規
則
を
保
管
す
る
こ
と
を
も
っ
て
効
力
発
生
要
件
と
し
て
い
る
こ
と
す
で
に
触
れ
た
。
本
草
案
は
改
訂
州
法
の
規
定
、
お
よ
び

他
の
州
行
政
手
続
法
の
均
貯
に
比
較
し
、
保
管
、
お
よ
び
公
刊
に
つ
い
て
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
地
方
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
け
る
規

則
の
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
れ
を
利
用
す
る
も
の
の
数
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
、
が
こ
の
理
由
で
あ
る
。

次
に
、
第
八
条
の
規
則
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
宣
言
的
判
決
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
点
は
改
訂
州
法
第
七
条
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か

論

し
、
本
草
案
で
は
、
ま
ず
申
立
人
が
問
題
の
規
則
の
有
効
性
に
つ
き
宣
言
す
る
よ
う
官
庁
に
対
し
請
求
し
た
後
に
宣
言
的
判
決
が
与
え
ら

れ
る
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
申
立
人
は
直
接
裁
判
所
に
規
則
の
有
効
性
に
つ
い
て
宣
言
的
判
決
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け

で
、
ま
ず
官
庁
に
対
し
請
求
し
、
し
か
る
後
に
裁
判
所
に
申
立
て
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
に
は
二
つ
の

理
由
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
宣
言
的
判
決
を
請
求
す
る
、
事
件
を
真
に
必
要
な
も
の
に
限
定
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
と
。
第
こ
に
は
地
方
レ

ヴ
ェ
ル
の
行
政
機
関
は
、
し
ば
し
ば
問
題
の
規
則
の
有
効
性
に
つ
き
十
分
認
識
し
な
い
ま
ま
適
用
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
裁

判
所
の
審
査
の
前
に
行
政
機
関
自
体
に
当
該
規
則
の
有
効
性
を
判
断
さ
せ
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

次
に
第
九
条
の
定
め
る
宣
言
的
命
令

(
U
R
U
g
g
q
o
E巾
る
の
問
題
が
あ
る
。
同
条
は
モ
デ
ル
州
法
第
七
条
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
は
註
に
触
れ
た
。
本
草
案
第
九
条
は
宣
言
的
命
令
が
「
弁
論
を
経
て
発
せ
ら
れ
た
」
(
広

U
E
E
t同
2
2
m
c
B
g
C
と
定
め
る
が
、

こ
こ
で
い
う
「
弁
論
」
の
意
味
が
初
審
的
な
も
の
を
意
味
す
る
の
か
ど
う
か
、

に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
と
も
か

く
、
か
か
る
宣
言
的
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
命
令
は
当
事
者
双
方
に
拘
束
力
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
申
立
人
に
主
張
の
機
会

が
与
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
勿
論
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
こ
の
命
令
は
、
後
に
第
一
七
条
の
定
め
に
従
っ
て
裁
判
所
の
審
査
を
受
け
る
こ

と
と
な
る
。
な
お
、
モ
デ
ル
州
法
第
七
条
、
改
訂
州
法
第
八
条
は
「
宣
言
的
決
定
」

U
2
u
z
g
q
河
口

-Emる
の
語
を
用
い
て
い
る
が

意
味
に
お
い
て
格
別
の
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
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(3) 

個
々
の
事
件
に
つ
い
て
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本
草
案
の
他
の
特
徴
の
一
つ
は
第
一

O
条

以

下

に

定

め

る

「

個

々

の

事

件

」

の

規

定

を

め

ぐ

っ

て

生

ず

る
。
第
一

O
条
以
下
の
規
定
の
主
た
る
目
的
は
、
行
政
機
関
に
お
け
る
公
式
的
な
手
続
を
最
少
限
度
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
に
対
し

最
大
限
の
保
護
を
付
与
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
申
立
人
に
対
し
公
式
的
な
手
続
を
い
た
ず
ら
に
要
求
す
る
こ
と
は
結
局
の
と

こ
ろ
救
済
を
求
め
る
個
人
を
不
利
な
立
場
に
置
く
こ
と
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
か
ら
本
草
案
は
必
要
な
限
度
で
の
手
続
を
定
め
、
こ

れ
に
よ
り
権
利
の
保
護
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

第
三
章
に
定
め
る
個
々
の
事
件
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
ず
仮
調
査
〈
官
長
自
古
田
弓

E
Sえ
広
三
百
ろ
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
〈
第
一

O

条
)
。
ま
ず
申
立
人
に
よ
る
あ
る
種
の
営
業
の
許
可
申
請
を
受
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
官
庁
は
右
の
申
請
に
つ
き
調
査
を
開
始
す
る
。
右

事
件
に
適
用
し
う
る
規
則
、
命
令
、
条
例
、
お
よ
び
制
定
法
、
ま
た
す
で
に
適
用
乃
至
施
行
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
官
庁

つ
い
で
官
庁
は
こ
れ
ら
に
基
づ
き
、
仮
命
令

e
E
-
E
E弓
。
丘
町
る
を
作
製
す
る

(
-
ロ
品
目
〈
山
内
山
己
曲
目
W
N四
仏

間

n
H
W
O
ロ
〉

の
保
管
に
か
か
る
記
録
等
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、

こ
の
官
庁
の
判
断
に
は
適
用
し
得
る
規
則
、
そ
の
他
の
参
考
資
料
お
よ
び
事
件
に
つ
い
て
の
事
実
認
定
の
要
旨
が
と
も
な
う
こ
と
を
必
要

と
す
る
。

こ
の
仮
命
令
、

お
よ
び
事
実
認
定
は
利
害
関
係
人
に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
右
決
定
が
官
庁
の
行
為
を
引
き
起
こ
さ
ず
、

ま
た
直
接
利
害
関
係
人
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
場
合
に
は
右
決
定
は
官
庁
に
保
管
さ
れ
、
事
件
は
そ
れ
で
終
了
す
る
こ
と
と
な

る
。
し
か
し
、
右
決
定
が
直
接
利
害
関
係
人
に
有
利
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
な
お
か
か
る
決
定
が
広
く
公
衆
に
不
利
益
を
お
よ
ぽ

す
結
果
と
な
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
、

か
か
る
場
合
に
は
公
衆
が
こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
意
思
を
表
明
す
る
機
会
を
付
与
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
公
聴
会
の
開
催
を
請
求
し
得
る
よ
う
、
右
機
関
の
決
定
を
公
刊
す
る
こ
と
が
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で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
(
第
一
一
条
、
第
四
条
〉

右
の
仮
命
令
に
対
し
、
利
害
関
係
人
は
異
議
の
申
立
を
官
庁
に
対
し
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
〈
第
一
一
一
条
)
、
こ
の
場
合
申
立
人

は、

ω事
実
認
定
に
対
す
る
異
議
の
申
立
、

ω右
命
令
を
基
礎
づ
け
る
事
実
の
認
定
が
十
分
で
は
な
い
場
合
、
お
よ
び

ω官
庁
が
右
命
令

を
発
す
る
権
限
を
欠
除
す
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
よ
う
な
、
聴
聞
を
開
催
す
る
責

論

任
の
一
端
を
申
立
人
に
負
わ
せ
た
意
味
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
聴
聞
の
制
度
の
乱
用
を
防
ぐ
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
で
、
真
に
聴
聞
を
通
じ

て
申
立
人
の
主
張
が
開
披
さ
れ
る
必
要
の
あ
る
場
合
に
の
み
こ
れ
を
聞
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
草
案
第
一
三
条
は
こ
の
よ
う
な
立
場
が

ら
、
聴
聞
の
請
求
が
悪
意
に
基
づ
く
場
合
に
は
右
請
求
を
拒
絶
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
か
か
る
制
度
は
連
邦
法
、
改
訂
州
法
の
い
ず

れ
に
も
み
ら
れ
な
い
。

さ
て
聴
聞
の
請
求
が
あ
る
場
合
に
は
、
官
庁
は
争
論
を
決
定
す
る
の
に
必
要
な
聴
聞
の
型
を
定
め
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
(
第
ご
ニ
条

例
)
。
こ
の
場
合
、
聴
開
の
請
求
が
規
則
自
体
の
変
更
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
官
庁
は
第
二
章
規
則
制
定
手
続
に
お

け
る
聴
聞
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
聴
聞
の
請
求
が
官
庁
の
決
定
を
支
え
る
事
実
認
定
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
場

合
に
は
、
第
一
五
条
の
証
拠
法
則
に
定
め
る
審
理
方
式
の
聴
聞
公

E
乙
ミ
宮

r
gユ
ロ
閃
)
を
命
ず
る
の
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
か
か
る
審
理
方
式
の
聴
聞
手
続
が
形
式
に
流
れ
無
意
味
と
思
わ
れ
る
場
合
ハ
た
と
え
ば
第
一
三
条
例
は
そ
の
例
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
よ
う
)
に
は
弁
論
要
旨
の
交
換
、
ま
た
は
口
頭
で
そ
の
要
旨
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
か
か
る
可
変

性
を
申
立
人
の
不
利
益
と
な
ら
な
い
限
度
で
認
め
る
こ
と
は
地
方
行
政
機
関
の
手
続
過
程
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
と
い
え
る
。

第
一
四
条
、
第
一
五
条
の
記
録
、
お
よ
び
証
拠
法
則
な
ら
び
に
告
知
は
モ
デ
ル
州
法
第
八
条
、
第
九
条
に
依
っ
て
い
る
こ
れ
ら
記
録
、

証
拠
法
則
等
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
。

本
草
案
出
官
庁
の
緊
急
の
措
置
に
つ
い
て
第
一
六
条
に
規
定
を
置
い
た
。
連
邦
法
、

モ
デ
ル
州
法
の
い
ず
れ
に
も
こ
の
種
の
規
定
は
な
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ぃ
。
た
だ
改
訂
州
法
第
四
条
に
は
緊
急
の
際
の
規
則
の
効
力
発
生
に
つ
い
て
特
別
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
緊
急
の
措
置
の
定
め
で
は

な
く
規
則
の
効
力
発
生
に
つ
い
て
緊
急
の
際
の
定
め
を
し
て
い
る
の
で
、
本
草
案
の
場
合
と
趣
旨
を
異
に
す
る
と
い
う
ベ
き
で
あ
ろ

切
内
ノ
。

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

(
1〉
一
九
六
八
年
改
正
連
邦
法
は
司
法
審
査
を
受
け
る
適
格
性
に
つ
い
て
特
に
旧
法
を
改
め
て
は
い
な
い
。

(

2

)

改
訂
そ
デ
ル
州
行
政
手
続
法
の
訳
に
お
い
て
こ
の
点
を
「
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
も
の
」
と
し
た
が
(
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
三
九
頁
お
よ

ぴ
一
五
一
一
良
〉
、
こ
れ
を
本
文
の
よ
う
に
「
利
益
の
侵
害
を
受
け
た
も
の
」
と
改
め
る
。

(
3〉
の

g胃
F
Hり『田口『・開・

ω室
内
〉
仏

H
H
H
E
5
5
2
E
F
H
u
p
印ω印
l
l印
印
出
・
な
お
こ
の
点
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
州
行
政
手
続
法
研
究
序
説
同
」
(
北

大
法
学
論
集
二

O
巻
一
号
予
定
)
参
照
。

ハ
4
〉
規
則
制
定
手
続
に
つ
い
て
の
連
邦
法
と
改
訂
州
法
、
な
ら
び
に
モ
デ
ル
州
法
の
規
定
の
比
較
検
討
は
、
前
掲
拙
稿
(
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号

一
一
六
頁
以
下
〉
に
お
い
て
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

〈

5
〉
同
州
行
政
手
続
法
第
一
一
一
条
例
夷
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

円
官
庁
は
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
見
解
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
告
知
お
よ
び
機
会
の
誇
求
が
不
必
要
、
不
可
能
、
ま
た
は
公
益
に

反
す
る
と
考
え
る
場
合
に
は
、
か
か
る
請
求
、
ま
た
は
そ
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
:
・
;
」
一
〉
ロ
ロ
o
g
-
F・
口
同
窓
g
m
-
n・
8
〉
・
即
ω
・

(
6
)
本
草
案
は
「
個
々
の
事
件
」

C
邑

E
E弘
片
岡
丘
由
主
oる
の
語
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
連
邦
法
の
「
裁
決
」
(
二
条
仙
項
〉
邑
」
邑

E
Z
O口〉

改
訂
法
の
「
争
訟
一
事
件
」
ハ
一
条

ω項
〉
ハ
の

-
8
5
H
a
g自
)
に
相
当
す
る
。
し
か
し
そ
の
意
味
が
こ
れ
ら
連
邦
、
州
レ
ヴ
ェ
ル
の
場
合
と
は
い
く

ぶ
ん
異
な
る
こ
と
、
本
文
に
一
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

(
7〉
同
州
行
政
手
続
法
第
四
条
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
利
害
関
係
人
は
、
官
庁
に
対
し
、
規
則
の
制
定
、
改
正
あ
る
い
は
廃
止
を
申
立
て
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
利
害
関
係
人
が
適
切
と
考
え
る
資
料
、
意
見
お
よ
び
介
論
を
右
中
立
と
共
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
客
官
庁
は
規
則
を
も
っ

て
、
か
か
る
申
立
の
提
出
、
審
査
、
お
よ
び
処
理
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
〉
ロ
S
O
S
-
F
・
0
町
宮
m
B
-
P
ω
ω
〉
・
宝
・

〈

8
)
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
一
一

o
l
一一一一一頁。

(
9〉
た
と
え
ば
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
行
政
手
続
法
第
五
条
、
第
六
条
参
照
。
〉

S
O
S
-
r・
。
町
宮
世
間
団
-
n
・
8
〉
・
間
印
・
聞

m-

(
叩
〉
改
訂
州
法
で
は
つ
:
:
宣
言
的
判
決
は
、
原
告
が
当
該
官
庁
に
対
し
、
問
題
の
規
則
の
有
効
性
あ
る
い
は
適
法
性
に
つ
い
て
の
審
査
を
請
求
し
た
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か
ど
う
か
、
に
か
か
わ
ら
ず
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
し
て
直
接
裁
判
所
に
対
し
宣
言
的
判
決
を
請
求
で
き
る
旨
定
め
て
い
る
。
北
大
法
学
論

集

一

八

巻

一

号

一

二

五

頁

以

下

。

'

-

〈
什
〉
本
稿
五
註

(
2〉
参
照
。

〈
ロ
)
本
草
案
は
第
九
条
に
「
宣
言
的
命
令
」

(
U
R
U
B
5ミ

O
L向
。
の
語
を
用
い
、
改
訂
州
法
第
八
条
は
「
宣
言
的
決
定
」
ハ
U
2
z
s
s
q
mロロロ四
m
)

の
革
聞
を
用
い
、
て
い
る
こ
と
は
本
文
に
示
し
た
。
意
味
に
お
い
て
著
し
い
差
異
は
な
い
。

ま
た
、
連
邦
法
第
五
条
仙
項
に
つ
い
て
は
「
宣
言
的
処
分
」
〈
U
2
E
3
5
4
0み
q
〉
の
語
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
右
と
同
様
概
念
と

し
て
著
し
い
差
呉
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
「
宣
言
的
」
に
意
味
が
あ
る
こ
と
で
、
日
本
語
の
問
題
と
し
て
「
宣
言
的
命
令
」
、
「
ー
ー

決
定
」
、
「

l
i処
分
」
と
使
い
わ
け
る
ζ

と
は
必
ず
し
も
適
当
で
な
く
、
す
べ
て
「
処
分
」
の
語
を
あ
て
る
こ
と
が
す
っ
き
り
し
て
良
い
の
か
も

知
れ
な
い
。
な
お
北
大
論
集
一
八
巻
一
号
一
二
六
頁
参
照
。

こ
れ
に
対
し
、
改
訂
法
第
一
二
条
の
「
決
定
と
命
令
」
ハ

U
E号
E

B仏
O
み

3
〉
は
行
政
機
関
に
お
け
る
最
終
的
な
決
定
、
乃
至
命
令
を
意
味

す
る
も
の
で
、
右
三
者
と
は
異
な
る
。

(
日
〉
北
大
法
学
論
集
一
八
巻
一
号
一
一
一
一

O
頁
以
下
参
照
。

説論

六
、
都
市
行
政
手
続
法
草
案
(
邦
訳
)

(叶

Z
Zロロル
nF宮
戸
〉
仏

B
E
F
2
2巴
話
回
μ
円

o
n
aロ
吋
叩
〉
口
同
)

第
一
章

名
称
、
定
義
、
実
務
規
則

第
一
条

名
称

本
法
は
「
〔
一
九
|
|
年
〕
都
市
行
政
手
続
法
」
と
称
す
る
。

第
二
条

定
義

(的

「
直
接
利
害
関
係
人
」
と
は
、
官
庁
の
手
続
に
よ
り
、
直
接

的
に
利
益
を
受
け
、
あ
る
い
は
損
害
を
蒙
っ
た
も
の
を
意
味
す

る
。
認
可
行
為
手
続
に
お
い
て
、
こ
れ
は
免
許
申
請
者
、
ま
た

は
免
許
所
有
者
を
意
味
す
る
。
こ
れ
に
は
憲
法
、
ま
た
は
法
律

に
よ
っ
て
当
事
者
と
し
て
指
名
さ
れ
、
あ
る
い
は
認
め
ら
れ
、

ま
た
は
そ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
資
格
を
有
す
る
も
の
が
含
ま

れ
る
。

(b) 

「
官
庁
」
と
は
、
都
市
、

〔
郡
、
あ
る
い
は
町
〕
の
機
関
、
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委
員
会
、
部
局
、
あ
る
い
は
事
務
所
を
指
し
、
法
律
ま
た
は
条

倒
に
よ
り
、
規
則
を
制
定
し
、
あ
る
い
は
個
々
の
事
件
に
つ
き

裁
定
す
る
権
能
を
行
使
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
を
い

A
ノ。

〔
た
だ
し
、
:
:
:
を
除
く
。
〕

「
個
々
の
事
件
」
と
は
、
官
庁
に
お
け
る
手
続
を
い
い
、
そ

の
手
続
に
お
い
て
、
特
定
の
当
事
者
に
関
す
る
法
律
上
の
権

利
、
義
務
、
あ
る
い
は
特
権
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
も
の
を
い
う
。
こ
れ
は
免
許
の
申
請
、
更
新
、
お
よ
び
廃
止

(c) 

を
含
む
が
、
こ
れ
に
限
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
問
題
と
な
っ
て

い
る
規
則
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
六
名
以
下
の
当
事
者
に
影

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

ヱ
工
、
O

L
u

・4J
B
U
W

響
を
お
よ
ぽ
す
場
合
を
除
き
、
規
則
制
定
手
続
を
含
む
も
の
で

(d) 

「
利
害
関
係
人
」
と
は
、
手
続
に
お
い
て
著
し
い
利
害
を
有

す
る
も
の
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
財
産
的
利
益
で
あ
る
こ
と
を

(e) 
要
し
な
し、。
「
人
」
と
は
、
個
人
、
組
合
、
会
社
、
協
会
、

以
外
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
公
的
、
あ
る
い
は
私
的
組
織
を
意
味

お
よ
び
官
庁

し
、
特
定
の
規
則
制
定
、
宣
言
的
決
定
、
あ
る
い
は
個
々
の
事

件
に
関
係
す
る
も
の
を
い
う
。

p
f・品

「
規
則
」
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
規
則
、
規
制
、
基
準
、
ま
た
は

こ
れ
ら
以
外
で
一
般
的
適
用
性
を
有
し
、
そ
の
後
有
効
性
を
有

す
る
準
則
の
全
部
、

ま
た
は
一
部
を
含
み
九
官
庁
に
よ
っ
て
適

用
あ
る
い
は
執
行
さ
れ
る
法
律
を
補
充
し
、

ま
た
は
解
釈
す
る

た
め
、
官
庁
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
る
も
の
を
い
う
が
、
以
下
の

も
の
を
含
む
も
の
で
は
な
い
。

)
 

咽
・
ゐ(
 
本
法
第
二
章
第
六
節
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
る
勧
告
的
決

定
、
あ
る
い
は
、

(2) 

官
庁
の
内
部
管
理
、
あ
る
い
は
秩
序
に
関
す
る
規
則
で
あ

っ
て
、
官
庁
め
行
為
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
公
衆
、
ま
た

は
公
衆
の
一
部
め
権
利
、

お
よ
び
公
衆
に
適
用
さ
れ
る
手
続

(3) 

に
直
接
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
規
則
あ
る
い
は
、

個
々
の
事
件
に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
決
定
あ
る
い
は
、

(5) (4) 

一
般
的
政
策
の
解
釈
的
見
解
、

〔
ま
た
は

お
よ
び
見
解
、

街
路
、

お
よ
び
公
道
を
含
む
公
共
施
設
の
使
用
に
関
す
る

規
則
で
、
こ
れ
ら
規
則
の
内
容
が
サ
イ
ン
、
ま
た
は
信
号
の

表
示
に
よ
り
公
衆
に
指
示
を
与
え
て
い
る
も
の
〕
。
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説

実
務
規
則

第
三
条

各
官
庁
は
、
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
他
の
規
則
制
定
の
要

論

件
を
充
足
し
た
ほ
か
本
法
に
規
定
さ
れ
た
手
続
を
実
施
す
る
規
則

を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
規
則
は
、
書
式
お
よ
び
指
示

と
と
も
に
官
庁
に
、

お
け
る
実
務
規
則
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 、。第
二
章

規
則
制
定

第
四
条

法
が
聴
聞
を
定
め
て
い
る
場
合
の
規
則
制
定

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕

〔
あ
る
い
は
右
以
外
の
規
則
で
、

そ
の
規
則
違
背
に
対
し
て
は
罰
金
を
科
し
、
ま
た
は
勾
留
を
定
め

る
も
の
で
、
官
庁
の
実
務
規
則
あ
る
い
は
手
続
を
除
く
も
の
〕
の

条
項
が
、
規
則
制
定
、
あ
る
い
は
改
正
に
つ
き
聴
聞
を
定
め
て
い

る
場
合
、
こ
れ
ら
に
先
立
ち
、
官
庁
は
以
下
の
手
続
に
従
う
こ
と

を
必
要
と
す
る
。

官
庁
は
、

引
町

定
の
期
間
内
に
、
ま
た
は
期
間
の
定
め
な
き
場
合
に
は
公
聴
会

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る

に
先
立
ち
少
な
く
と
も
一
四
日
以
内
に
、

)
 

-
E
A
 
(
 

ハ
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る
方
法
に
従

ぃ
、
あ
る
い
は
特
に
定
め
な
き
場
合
に
は
新
聞
、

お
よ
び
官

庁
が
適
当
と
考
え
る
商
業
、
産
業
ま
た
は
専
門
の
刊
行
物
に

よ
り
、
右
聴
聞
に
つ
い
て
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

Tこ
(2) 

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ

る
人
、

お
よ
び
更
に
官
庁
に
対
し
書
面
を
も
っ
て
請
求
を
な

し
た
利
害
関
係
人
、
あ
る
い
は
団
体
に
対
し
、
そ
れ
ら
に
影

響
を
お
よ
ぽ
す
規
則
に
関
す
る
聴
聞
に
つ
い
て
の
告
知
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
請
求
は
毎
年
十
二
月
に
更
新
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
告
知
は
郵
送
、
あ
る
い
は
そ
の
他

の
方
法
に
よ
り
右
の
利
害
関
係
人
、

ま
た
は
団
体
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
最
近
の
住
所
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

h
i
h

、。

必

H
L

)
 

L
日(
 
公
聴
会
は
法
の
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
個
々
の
事
件
に
つ
い
て
定
め
た
本
法
の
条
項
に
従

う
必
要
は
な
い
。

本
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
告
知
は
、

(c) 

ま
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)
 
-
1
 
(
 
そ
の
行
為
を
基
礎
づ
け
る
制
定
法
の
根
拠
に
触
れ
、

公
聴
会
の
日
時
、
な
ら
び
に
場
所
を
定
め
、

(2) 

問
題
の
規
則
、
あ
る
い
は
改
正
の
明
確
な
表
現
を
示
す

め，

か
、
ま
た
は
そ
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
こ

れ
に
含
ま
れ
た
主
題
、

お
よ
び
争
点
の
い
ず
れ
か
を
示
し
、

な
ら
び
に
、

(4) 

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る
右
以
外
の

事
項
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

(d) 

本
条
は
官
庁
に
対
じ
、
官
庁
の
規
則
が
効
力
を
生
ず
る
に
先

立
ち
、
権
限
を
有
す
る
も
の
ま
た
は
官
庁
の
承
認
を
必
要
と
す

る
と
定
め
る
〔
一
般
法
〕
の
条
項
に
従
う
義
務
を
免
除
す
る
も

の
で
は
な
い
。

第
五
条

法
が
聴
聞
を
吋
定
め
て
い
な
い
場
合
の
規
則
制
定

本
法
第
四
条
に
定
め
る
以
外
の
規
則
の
制
定
、
改
正
、
あ
る
い

は
廃
止
に
先
立
ち
、
官
庁
は
以
下
の
手
続
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

同尚、。

J

山
し

官
庁
は
、

a
 間

内
に
あ
る
い
は
期
間
の
定
め
な
き
場
合
は
、
問
題
の
行
為
に

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
た
期

先
立
ち
少
な
く
と
も
一
四
日
以
内
に
、

ω
〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る
方
法
に
従

ぃ
、
あ
る
い
は
特
に
定
め
な
き
場
合
は
新
聞
、

お
よ
び
機
関

が
適
当
と
考
え
る
商
業
、
産
業
ま
た
は
専
門
の
刊
行
物
に
よ

り
、
右
行
為
に
つ
い
て
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

ま
た

(2) 

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る
も
の
、

よ
び
そ
の
他
官
庁
に
対
し
書
面
を
も
っ
て
請
求
を
な
し
た
利

害
関
係
人
、
あ
る
い
は
団
体
に
対
し
、

そ
れ
ら
に
影
響
を
お

よ
ぽ
す
規
則
に
関
す
る
聴
聞
に
つ
い
て
の
告
知
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
こ
の
請
求
は
毎
年
十
二
月
に
更
新
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
告
知
は
郵
送
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
方
法

に
よ
り
右
の
利
害
関
係
人
、

ま
た
は
団
体
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
た
最
近
の
住
所
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

)
 

弘
U(
 
官
庁
は
利
害
関
係
人
に
対
し
、
問
題
の
行
為
に
関
し
、

ま
た
は
書
面
に
よ
り
、
資
料
、
見
解
ま
た
は
意
見
を
提
出
す
る

機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
が
、

口
頭
に
よ
る
陳

述
を
不
必
要
ま
た
は
不
可
能
と
考
え
る
場
合
に
は
、
書
面
に
よ

る
提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

お
口
頭

北法19(3・69)567 



説

制
本
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
告
知
は
、

そ
の
行
為
を
基
礎
づ
け
る
制
定
法
の
根
拠
に
触
れ
、

論

公
聴
会
の
日
時
、
な
ら
び
に
場
所
、
お
よ
び
利
害
関
係
人

に
よ
り
、
官
庁
に
対
し
資
料
、
見
解
ま
た
は
意
見
を
提
出
す

る
方
法
を
述
べ
、

η

。容
を
明
ら
か
に
す
る
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
含
ま
れ
た
主

守
問
題
の
行
為
の
明
確
な
表
現
を
一
示
す
か
、

ま
た
は
そ
の
内

題
、
お
よ
び
争
点
の
一
い
ず
れ
か
を
示
し
、

な
ら
び
に

(4) 

〔
一
般
法
ま
た
は
町
条
例
〕
の
条
項
の
定
め
る
右
以
外
の

事
項
を
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(d) 

本
条
は
官
庁
に
対
し
、
官
庁
の
規
則
が
効
力
を
生
ず
る
に
先

立
ち
、
t

権
限
を
有
す
る
も
の
、
へ
ま
た
は
官
庁
の
承
認
を
必
要
と

す
る
と
定
め
る
竺
般
法
〕
の
条
項
に
従
う
義
務
を
免
除
す
る

も
の
で
は
な
い
。

第
六
条

申

立

利
害
関
係
人
は
、
官
庁
に
対
し
、
規
則
の
制
定
、
改
正
あ
る
い

は
廃
止
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
各
官
庁
は
規
則
を
も
っ

て
、
か
か
る
申
立
の
提
出
、
審
査
お
よ
び
処
理
手
続
を
定
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
?
申
立
の
提
出
後
六

O
日
以
内
に
、
官
庁
は
当
該

申
立
を
書
面
に
よ
り
(
理
由
を
付
し
て
)
棄
却
す
る
か
、
ま
た
は

第
四
条
あ
る
い
は
第
五
条
に
従
い
、

か
か
る
申
立
に
関
す
る
規
則

制
定
手
続
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(a) 

公

刊

す
べ
て

d
官
庁
は
、
官
庁
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
各
規
則
の

第
七
条

正
本
一
部
を
〔
町
執
行
部
〕
の
許
に
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
規
則
は
保
管
の
後
で
な
け
れ
ば
効
力
を
生
ず
る
も
の
で
は

h
k

、。

手
ん

huw

)
 

h
u
 
(
 

〔
町
執
行
部
〕
は
、
官
庁
が
制
定
し
保
管
し
た
規
則
の
写
し

を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
規
則
の
写
し
は
容
易
に
参

照
で
き
る
よ
う
に
索
引
を
付
し
、
編
纂
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
ら
は
〔
町
執
行
部
〕
の
事
務
所
に
お
い
て
、
公
衆
の
，

閲
覧
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
oa
当
該
規
則

の
写
し
は
、
こ
れ
を
請
求
す
る
も
の
に
対
し
複
写
費
用
を
支
払

っ
て
交
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

宣
言
的
判
決

規
則
が
申
立
人
の
法
的
権
利
、
あ
る
い
は
特
権
に
抵
触
し
、

北法19(3・70)568 

ま



た
は
侵
害
し
、
あ
る
い
は
そ
の
お
そ
れ
あ
る
場
合
、
あ
る
い
は
右
J

規
則
適
用
の
お
そ
れ
あ
る
場
合
に
は
、
右
規
則
の
有
効
性
は
、

官
庁
の
主
た
る
事
務
所
の
存
在
す
る
郡
の
地
方
裁
判
所
〕
に
対
す

る
宣
言
的
判
決
の
申
立
に
基
づ
き
決
定
さ
れ
る
。
当
該
官
庁
は
そ

の
手
続
の
当
事
者
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宣
言
的
判
決

は
、
右
申
立
人
が
官
庁
に
対
し
、
問
題
の
規
則
の
有
効
性
に
つ
い

て
の
判
断
を
求
め
た
後
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
場

合
、
官
庁
は
、
規
則
の
有
効
性
に
つ
い
て
の
見
解
を
書
面
を
も
っ

プメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

て
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
ま
た
は
裁
判
所
は
、
規
則

が
憲
法
に
違
反
し
、
ま
た
は
制
定
法
の
定
め
る
官
庁
の
権
限
を
越

え
、
あ
る
い
は
制
定
法
の
定
め
る
規
則
制
定
手
続
に
従
わ
ず
に
制

定
さ
れ
た
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
右
規
則
が
無
効
で
あ
る
こ
と

を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条

宣
言
的
命
令

利
害
関
係
人
の
申
立
に
基
づ
き
官
庁
は
、
官
庁
に
よ
り
執
行
さ

れ
る
規
則
、
ま
た
は
制
定
法
の
、
人
、
財
産
、
あ
る
い
は
事
実
の

状
態
に
対
す
る
適
用
性
に
つ
き
、
宣
言
的
命
令
を
発
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
宣
言
的
命
令
が
弁
論
を
経
て
発
せ
ら
れ
、
拘
束
力
を
有 r-、

学
る
旨
宣
言
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
変
更

さ
れ
、
ま
た
は
棄
却
さ
れ
な
い
が
ぎ
り
、
申
立
て
ら
れ
た
事
実
の

状
態
に
つ
き
官
庁
と
申
立
人
の
聞
に
拘
束
力
を
有
す
る
。
こ
の
よ

う
な
命
令
は
、
個
々
の
事
件
の
決
定
に
対
す
る
審
査
に
つ
い
て
以

下
に
規
定
す
る
方
法
に
従
い
、

〔
地
方
裁
判
所
〕
の
審
査
に
従

う
。
官
庁
は
か
か
る
申
立
の
形
式
、
お
よ
び
そ
の
提
出
、
審
理
、

な
ら
び
に
処
理
手
続
に
つ
き
規
則
を
も
っ
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

m
h
h

、。

ゆ
九

I
W

第

章

個
々
の
事
件

第
一

O
条

仮
命
令

個
々
の
事
件
の
請
求
の
受
理
に
基
づ
き
、
官
庁
は
仮
調
査
を
開

始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
調
査
は
、
調
査
資
料
が
申
請
書

に
含
ま
れ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
資
料
、
申
請
書
の
綴
じ
込
み
、
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お
よ
び
官
庁
あ
る
い
は
官
庁
の
構
成
員
の
知
悉
す
る
情
報
を
含
む

も
の
と
す
る
。
調
査
の
結
果
得
ら
れ
た
情
報
に
基
づ
き
、
官
庁
は

事
実
認
定
を
行
な
い
、
仮
命
令
を
作
製
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
官
庁
が
仮
命
令
に
つ
い
て
も
な
お
適
当
な
事
実
を
欠
く



説

と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
第
一
一
一
一
条
に
従
い
、

た
だ
ち
に
聴
聞
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
U

論

第
一
一
条

告

知

仮
命
令
が
発
せ
ら
れ
る
場
合
、
仮
命
令
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な

う
事
実
の
認
定
は
、
す
べ
て
の
利
害
関
係
人
に
送
達
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は
聴
聞
が
要
求
さ
れ
な
い
場
合
に
は
当
該
命

令
が
三

O
日
を
経
過
し
た
後
に
、
最
終
的
な
も
の
と
な
る
旨
の
、
通

知
が
と
も
な
わ
な
け
れ
，
ば
な
ら
な
い
。
不
利
益
を
受
け
る
も
の
を

知
る
こ
と
が
で
き
ず
、
右
決
定
に
よ
り
何
ら
の
行
為
も
な
さ
れ
る

も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
t

官
庁
は
そ
の
命
令
を
〔
町
執
行
部
〕
に

保
管
す
る
こ
と
が
で
き
る
U

官
庁
は
、
公
益
が
右
決
定
に
含
ま
れ

る
と
判
断
す
る
場
合
で
、
右
命
令
が
利
害
関
係
人
に
有
利
な
も
の

で
あ
る
場
合
に
は
、
J

第
四
条
に
規
定
さ
れ
た
と
同
様
な
方
法
で
仮

命
令
を
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
二
条

聴
聞
の
請
求

利
害
関
係
人
は
、
仮
命
令
に
対
す
る
異
議
の
申
立
を
官
庁
に
行

な
う
こ
と
に
よ
り
、
聴
聞
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
異
議

の
申
立
は
、
ー
異
議
の
・
申
立
が
事
実
認
定
に
対
す
る
場
合
で
あ
れ
ぽ

当
該
事
実
認
定
を
、
あ
あ
い
は
利
害
関
係
人
が
右
命
令
を
基
礎
づ
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け
る
に
は
当
該
認
定
は
不
J

十
分
で
あ
る
と
主
張
す
る
一
場
合
、
ま
た

は
官
庁
が
か
か
る
命
令
を
発
す
る
権
限
を
欠
く
と
主
張
す
る
場
合

に
は
そ
の
理
由
を
示
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
ほ

か
、
利
害
関
係
人
は
第
六
条
の
定
め
に
従
い
、
官
庁
の
制
定
し
た

規
則
を
変
更
す
る
申
立
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
三
条

聴
聞
の
命
令
、
聴
聞
の
告
知

(司

利
害
関
係
人
が
前
条
に
規
定
し
た
方
法
に
従
い
聴
聞
を
請
求

す
る
場
合
に
は
、
官
庁
は
争
論
を
決
定
す
る
の
に
適
当
な
聴
聞

の
型
を
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
右
請
求
が
悪
意
に

基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
考
え
る
場
合
に
の
み
、
右
請
求
を
拒
絶

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
聴
聞
の
.
請
求
が
な
さ
れ
な
い
場
合
に
、

官
庁
は
公
益
に
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ
の
聴
聞
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
、
て
も
、
す
べ
て
の
利
害
関
係

人
は
、
予
定
さ
れ
た
聴
聞
お
よ
び
提
起
さ
れ
た
争
点
に
つ
い
て

告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
告
知
は
、
そ
れ
が
適

当
で
あ
る
と
考
え
る
場
合
に
は
第
四
条
例
項
に
規
定
し
た
方
法

に
従
い
、
公
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



(b) 

命
令
を
基
礎
づ
け
る
事
実
認
定
の
充
足
性
、
ま
た
は
か
か
る

命
令
を
発
す
る
官
庁
の
権
限
の
有
無
に
対
す
る
聴
聞
は
、
弁
論

書
を
と
も
な
う
、
ま
た
は
と
も
な
わ
な
い
口
頭
の
、
弁
論
に
限

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
四
条

記

録

官
庁
は
公
式
の
記
録
を
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
は

個
々
の
事
件
に
お
い
で
令
呈
示
さ
れ
た
証
拠
、
お
よ
び
証
言
を
含
む

アメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
再
聴
閉
ま
た
は
裁
判
所
の
審
査

の
た
め
に
要
求
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
速
記
録
あ
る
い
は
テ

i
プ
か

ら
書
き
改
め
る
必
要
は
な
い
。

第
一
五
条
証
拠
の
法
則
、
公
け
の
告
知

判
官
庁
は
、
十
分
に
思
慮
あ
る
人
々
に
よ
り
、
職
務
の
遂
行
に

際
し
、
通
常
受
容
さ
れ
る
価
値
の
証
拠
を
認
め
、
こ
れ
に
裁
判

上
の
効
果
を
与
え
る
こ
と
が
、
で
き
る
。
官
庁
は
、
法
律
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
た
特
権
に
つ
い
て
の
規
則
に
効
力
を
認
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
、
適
格
性
、
関
連
性
、

な
ら
び
に
重

要
性
を
欠
き
、

お
よ
び
過
度
に
重
複
す
る
証
拠
を
排
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

(b) 

官
庁
の
所
有
に
か
か
る
記
録
お
よ
び
文
書
で
、
官
庁
自
身
が

利
用
を
希
望
す
る
も
の
を
含
む
す
べ
て
の
証
拠
は
、
事
件
に
お
a

け
る
記
録
と
し
て
提
出
さ
れ
、
そ
の
一
部
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
事
実
上
の
情
報
、
あ
る
い
は
証
拠
は
、
当

該
事
件
の
決
定
に
際
し
て
考
慮
に
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
書
証

は
複
写
、

ま
た
は
抄
録
の
形
で
、
あ
る
い
は
文
書
の
照
合
に
よ

っ
て
受
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(c) 

各
当
事
者
は
、
証
言
を
行
な
う
証
人
に
対
し
交
互
尋
問
の
権

利
、
お
よ
び
反
証
を
提
出
す
る
権
利
を
有
す
る
。

官
庁
は
、
裁
判
上
認
容
し
う
る
事
実
、

(d) 

お
よ
び
官
庁
に
提
出

さ
れ
た
証
拠
の
評
価
に
際
し
、
官
庁
の
専
門
的
知
識
の
範
囲
内

に
お
け
る
、
一
般
的
、
技
術
的
、
ま
た
は
科
学
的
事
実
に
つ
い

て
考
慮
を
払
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
は
、
聴
聞
前
ま
ー
た
は

聴
聞
の
際
、
あ
る
い
は
準
備
報
告
書
等
に
お
け
る
言
及
に
際

北法19(3・73)571 

し
、
通
知
を
受
け
た
事
項
に
つ
き
告
知
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
か
っ
、
か
か
る
通
知
を
受
け
た
事
実
を
争
う
機
会
が
与
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
官
庁
は
、
提
出
さ
れ
た
証
拠
の
評

価
に
際
し
、
官
庁
の
経
験
、
技
術
的
能
力
、
お
よ
び
専
門
的
知



説

識
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
六
条
、
緊
急
の
措
置

P 諭

官
庁
は
、
以
下
の
場
合
に
効
果
的
で
あ
る
緊
急
の
措
置
を
た
だ

ち
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
衆
の
健
康
あ
る
い
は
福
祉
に
必
要
で
あ
る
場
合
。
た
だ
し
、

a
 請

求
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
行
為
の
〔
一
ニ

O
日
〕
以
内
で
、

可
能
な
か
ぎ
り
早
期
の
、
適
当
な
時
期
に
聴
聞
を
聞
き
、

そ
の

変
更
に
従
う
も
の
と
す
る
。

)
 

h
u
 
(
 
右
以
外
の
場
合
で
、
必
要
な
手
続
を
経
て
い
た
の
で
は
官
庁

の
行
為
が
無
意
味
と
な
る
場
合
、
お
よ
び
実
質
的
な
不
利
益
が

生
じ
な
い
場
合
。
た
だ
し
、
利
害
関
係
人
の
誠
意
に
基
づ
く
適

時
に
行
な
わ
れ
た
異
議
の
申
・
立
に
よ
か
、
第
一

O
条
か
ら
第

条
に
定
め
る
手
続
が
開
始
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。

第
一
七
条

司
法
審
査

(的

個
々
の
事
件
に
お
け
る
最
終
的
命
令
に
よ
り
利
益
の
侵
害
を

受
け
た
直
接
利
害
関
係
人
、
ま
た
は
利
害
関
係
人
は
、
か
か
る

命
令
が
形
式
に
お
い
て
肯
定
的
な
も
の
で
あ
れ
否
定
的
な
も
の

で
あ
れ
、
本
法
の
下
で
の
最
終
命
令
に
つ
い
て
の
司
法
審
査
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
。

川
間
，
審
査
手
続
は
、
当
該
命
令
が
最
終
的
な
も
の
と
な
っ
た
後
〔

一二

O
日
〕
以
内
に
、
〔
地
方
裁
判
所
〕
に
対
す
る
訴
状
の
提
出

に
よ
れ
仏
開
始
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
状
の
写
し
は
、
官
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庁
お
よ
び
記
録
中
の
す
べ
で
の
当
事
者
に
送
達
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
裁
判
所
は
そ
の
裁
量
に
よ
り
、
他
の
当
事
者
を
参

加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

判
訴
状
の
提
出
は
、
官
庁
の
命
令
の
執
行
を
停
止
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
官
庁
は
右
停
止
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
あ
る
い

は
審
査
裁
判
所
は
、
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
期
間
右
の
停
止
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

(d) 

右
命
令
が
訴
状
の
送
達
後
〔
一
二

O
〕
日
以
内
に
、

ま
た
は
裁

判
所
が
そ
れ
以
上
の
期
聞
を
認
め
た
と
き
は
そ
の
期
間
内
に
、

官
庁
は
審
査
さ
れ
る
手
続
の
記
録
の
全
部
の
正
本
ま
た
は
謄
本

を
審
査
裁
判
所
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
じ
、
当

該
記
録
は
、
審
査
手
続
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
当
事
者
の
合
意

に
よ
っ
て
短
縮
す
る
乙
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
記
録
を
制
限

す
る
合
意
を
理
由
な
く
拒
否
す
る
当
事
者
に
対
し
、
追
加
費
用



の
支
払
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
適
当
と
考
え

る
場
令
に
、
記
録
に
対
す
る
檎
正
お
よ
び
追
加
を
命
じ
、
あ
る

い
は
許
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
o

e
 

ま
た
は
裁
判
所
が
認

訴
状
の
送
達
一
後
〔
三

O
〕
日
以
内
に
、

め
た
そ
れ
以
上
の
期
間
内
に
聴
聞
が
聞
か
れ
な
い
場
合
に
伴
、

t
J官
庁
は
事
実
認
定
、
一
命
令
お
よ
び
、
そ
れ
ら
の
名
簿
を
送
達
を
受

け
る
べ
き
も
の
に
対
し
送
付
し
な
町
れ
ば
な
ら
な
い
O

旬
、
か
か
¥
る

場
合
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
官
庁
の
決
定
を
認
容
す
る
か
1

J

プメリカ合衆国都市行政手続法草案をめぐって

ま
た
は
当
該
決
定
が
憲
法
ま
た
は
法
律
に
違
背
す
る
手
続
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
.
事
件
を
官
庁
に
差

一
民
し
、
本
法
に
従
っ
て
審
理
す
る
よ
う
要
求
、
L
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
裁
判
所
が
み
ず
か
ら
証
拠
を
審
査
し
、
決
定

か
つ
適
当
、
で
あ
る
と
判
断
す
る
場

合
は
こ
の
か
ぎ
り
で
は
な
い
。

P
T
A
 

す
る
こ
‘
ど
だ
適
正
で
あ
り
、

事
件
の
争
点
に
関
す
る
追
加
的
証
拠
提
出
の
許
可
を
求
め
る

申
請
が
裁
判
所
に
提
出
さ
れ
、
か
っ
そ
の
追
加
的
証
拠
が
重
要

な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
官
庁
に
お
け
る
手
続
中
に
提
出
で
き

な
か
っ
た
と
と
に
つ
い
て
の
十
分
な
理
由
が
、
裁
判
所
に
対
し

明
ら
か
に
さ
れ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
裁
判
所
が
適
当
と

考
え
る
条
件
に
従
い
、
右
追
加
的
証
拠
が
裁
判
所
ま
た
は
官
庁

に
よ
り
受
理
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
官

庁
は
右
の
追
加
的
証
拠
を
理
由
に
、
そ
の
事
実
認
定
お
よ
び
命

令
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
記
録
の
一
部
と
す
る
た
め

に
右
の
追
加
的
証
拠
を
、
修
正
さ
れ
た
事
実
認
定
お
よ
び
命
令

と
共
に
審
査
裁
判
所
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(g) 

裁
判
所
は
、
陪
審
に
依
ら
ず
に
審
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
審
査
の
範
囲
は
記
録
に
限
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
官
庁
の
手
続
上
の
違
法
が
主
張
さ
れ
、
そ
れ

が
記
録
に
現
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
証
拠
は
さ
ら
に

裁
判
所
に
よ
り
受
理
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
要

求
が
あ
る
場
合
に
は
、

口
頭
弁
論
を
聴
取
し
、
弁
論
書
を
受
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

)
 
-H 
(
 
裁
判
所
は
、
官
庁
の
命
令
を
認
容
し
、

ま
た
は
富
市
件
を
再
審

査
の
た
め
差
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
は
、
行
政
庁
の
事

実
認
定
、
推
論
、
結
論
あ
る
い
は
決
定
が
、
以
下
に
該
当
す
る

こ
と
に
よ
り
、
申
立
人
の
実
質
的
権
利
を
侵
害
す
る
場
合
に

北法19(3・75)573 



合説論

怯
、
;
唱
決
定
を
破
棄
し
、
ま
た
は
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

憲
法
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は

北法19(3・76)574

(2) (1) 

当
該
官
庁
の
法
律
上
の
権
限
ま
た
は
管
轄
を
越
え
て
い
る

こ
L
」
、

ま
た
は

(4) (3) 

違
法
な
手
続
に
従
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
、

ま
た
は

法
律
適
用
上
の
誤
謬
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
た
こ
と
、

ま

L
同

』

令

A
h

j

t

 

提
出
さ
れ
た
全
記
録
に
照
ら
し
、
実
質
的
証
拠
に
よ
っ
て

(5) 
認
'*" 廿
さ
れ
る
も
の
で
tま
な
し、

と

ま
た
は

専
断
的
、
あ
る
い
は
恋
意
的
で
あ
る
こ
と
。

C
U
 

右
に
あ
げ
た
決
定
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
裁
判
所
は
、
官
庁

に
付
与
さ
れ
た
裁
量
権
に
対
す
る
と
同
様
、
官
庁
の
経
験
、
技
術

的
能
力
お
よ
び
専
門
的
知
識
を
十
分
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

L 、。

r・1

以

上
'-' 

(
一
九
六
八
・
一

0
・一一一
O

ア
ン
・
ア
パ
ー
に
て
)
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SUMMARY OF ARTICLES 

A Consideration of a Proposed 

“Municipal AdDl.inistrative Pro-
cedure Act" of the United States 

01 AJnerica 

Nobuo KUMAMOTO※ 

Associate Profe日orof Law 

Faculty of Law 

Hokkai Gakuen Universitv 

Sec 1. Preface 

Sec 2. Requirements of Municipal Administrative Procedure Act 

S巴c 3. Nature of Problem (1) 

Sec 4. Nature of Problem (2) 

1. Requirements of Due Process in the Licensing Procedure 
2. Licensing Procedure and Doctrine 01 Privilege 
3. Requirements of Due Process and Reasons for the proposed Pr田ト
dure Act 

Sec 5. Some Features of the Proposed Procedure Act 

1. Upon Interested Persons 
2. Upon Rule Making Procedure 
3. Upon Paticular Actions 

Sec 6. Muriicipal Administrative Procedure Act (Translation) 

With regard to the Revised State Administrative Procedure Act， which 

1 have already introduced in the Hokkaido Law Review(l)， some 

comprehensive criticism has been made in the United States. 

Professor Davis， for example， points out the fact that the Act lim-

its its provisions to the problems of state agencies only， and does not 
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deal with local agencieS(2) 

It seems to me that it must be comprehensive， productive and fav-

orable argument for extending due process protections to local admi 

n1stra t1ve agencles. 

The arguments relevant to this problem become appeal to us when 

we consider the relationship between our national and local adminis-

trative agencies， although there are many differences between federal 

system of the United States and decentralized System of Japan. 

An examination of each section of the proposed Act indicates that 

the fundamental problem is whether or not the authority of the state 

agencies should rest on different principles and procedures than those 

of federal agencies. 

My present witring refers to certain fundamental differences betw-

een federal or state administrative agencies and municipal ones inclu-

ding qualifications of public officials， size of agencies， local problems 

and personal relations between applicants and officials. In addition to 

these aspects， I consider some of the cxisting procedural requirements 

and its appropriate procedures in this area 

The scope of my work therefore includ巴stransla ting the proposed 

Municipal Administrative Proceduve Act(3) into Japanese， making 

gen巴ralComments and pointing out som巴 aspectsof the problem rel 

ating to state municipal administrative procedures. 

(Ann Arbor Oct 1968) 

※ a Fulbright visiting researcher at the Law School of the University of Michi-
gan ed. 
(1) Kumamoto， N “An Introduction to the Study of State Adm口山t-
rative Procedure Act in the U nited States of America ( 1 )一一 the
Revised M odel State Administrative Procedure Act，" 18 Hokkaido 

L. Rev. 88-J55タ 207-211，(No. 1， J 967). 
(2) Davis， K. C.. a Professor of Law at th巴 Universityof Chicago， for example， 
expressed his view on the Revised Model State Administrative Procedure Act in 
his textbook; Administrat四 eLaw (1965 ed) PP. 581-589. 
(3)“A StateMt口市iPalAdministrative Proceduve Act，" which was pro--
posed by the Harvard Legislative Bureau， the Harvard i.，aw School， 3 Harvard 
Journal on Legislation 323 ( 1965-1966). 
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